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配

曲

の

準

據

　

能
を
は
じ
め
素
謠

・
囃
子

・
仕
轟
な
ど
、
總
じ
て
數
曲

の
連
演

に
は
序
破
急

の
推
移
そ

の
當
を
得
べ
き
や
う
按
配

す
る
ζ
と
、
藝
術

の
王
か
ら
も
故
實

の
上
か
ら
も
極
め
て
緊
要
な
條
義
で
あ
る
。

　

而
し
て
催
演
の
目
的
や
種
類
に
よ
り
、
や
う
や
く
二
三
番
か
三
四
番
、
、袈
控
四
五
番
と
か
六
七
番
、
あ
る
ひ
は
十

數
番
に
及
ぶ
も
あ

つ
て
、
そ
れ
ら
樣
ミ
な
編
冽
成
順
に
應
ず
る
最
上
の
方
法
は
、
今
昔
に
逋
じ
力
原
理
原
則
を
確
把

す

る
の
が
唯

}
の
用
意

で
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。

　
そ
れ
に
つ
け
、
古
來

の
演
能
番
組
を
尋
ね
て
み

る
に
、
先
づ
曲
數
が
時
代

に
よ
う
場
合
に
よ

つ
て
頗
る
出
入
し
、

}
定

の
法
式
を
、容
易
に
捉

へ
難

い
が
、
と
も
あ
れ

一
應

は
眺

め
降
し
て
、

そ
れ
か
ら
後
の
穿
鑿
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
、能
の
曲
旨
編
∵成
法
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能
の
歯
目
編
成
法

　

ρ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

天

ご

　
　
乃
ち
概
覽
す
る
と
こ
ろ
、
觀
阿
彌
世
阿
彌

の
創
成
時
代
は
四
五
番
に
過
ぎ
な
か

つ
カ
の
が
、
斯
樂
の
昌
行
に
件

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べきノノ

て
次
第
に
數
を
増
し
、
室
町
末
か
ら
桃
山
期

へ
か
け
て
最
も
多
く
算

へ
る
。
戰
亂
時
代
に
當
然
衰
微
し
力
筈
を
斯
く

竜
多

い
の
は
、
演
伎
手
法
が
甚
し
く
簡
疎
に
奔

つ
て
、
演
奏
時
間
の
著
し

い
短
縮
を
招

い
距
ぢ
の
と
考

へ
ら
れ
る
。

　
　
江
戸
時
代
に
入

つ
て
藝
型
制
式
が
煩
鑚
准
ま
で
整
備
す
る
に
連
れ
、
前
時
の
如
き
多
曲
の
番
組
は
稀
女
な

つ
カ
。

併

し
何
し
ろ
泰
李
三
百
年
の
釡
盛

つ
窪
き
と
て
、
太
催
に
七
八
番
程
度
な
ら
ば
珍
ち
し
く
は
な

い
。
き

う
し
て
そ
こ

に
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、
魯
控
と
ひ
多
數

の
演
曲
で
竜
配
列

は
大
體
に
規
律
を
保

つ
て
、
室
町
末
や
桃
山
期

の
や
う
な

失
秩
放
漫
で
な

い
。

こ
れ
は
基
數
を
超
え
て
も
な
ほ
五
番
立
の
格
法
に
準
據
し
、
當
代

に
於
け
る
藝
道
典
軌
の
嚴
正

・
を
語
る
格
の
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
直
後

の
廢
退
期
は
敢
て
問
は
ず
、
芝
山
内
に
紅
葉
山
舞
臺
が
建
つ
て
か
ら

は
、
再
び
略
ぼ
江
戸
時
代

に

復

つ
て
正
式
五
番
立
、
慈
し
く
は
五
番
以
上
の
番
組
慈
見
ら
れ
、
爾
來
各
流
諸
會

も
概
ね
五
番
立
の
規
格
を
守

つ
て

ゐ
カ
。
然

る
な
、
近
年
催
能

の
盆
ミ
頻
繁
な
る
に
制
せ
ら
れ

て
、　
】
般

の
常
會
は
三
番
を
逋
例
と
し
、
時
k
多
く
て

四
番
少
な
き
は
二
番
、
な
ほ
特
に

↓
番
會
す
ら
あ
う
、
五
番
立
は
式
能
か
別
倉

か
に
限
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
尢
。

　
　
　
　
む　　む　　　　　　　　　
せ

　

此
の
五
番
を
正
規

の
番
組
曲
數
と
立
て
る
事
は
舊
く
よ
6
、
演
曲
に

「
初
、

二
、
三
、
四
、
・
五
」
の
五
順
を
劃
し

　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
　
　ナ
ン
　
　ニ
ヨ
　
　み
ヤ
ウ
　キ

て
、
之

れ
に

「
神
、
男
、
女
、
狂
、
鬼
」

の
五
種
を
紀
す
る
襲
例
に
由

る
。
尤
も
そ
れ
は
江
戸
時
代
に
番
組
形
式
を

葎
正
す
る
必
然

の
要
講
か
ら
.
曲
順
曲
種

の
劃
分
配
屬
を
整
頓
し
疫
の
に
重
因
あ
り
と
し
て
も
、
そ
の
律
正
し
整
頓

響

算

ノ



ノ

す
る
根
據
は
遠
く
創
成
時
代

の
理
則
に
遵

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

　
爰
に
世
阿
彌
…の
所
読
を
窺

へ
ば
、
『
花
鏡
」

の

「
序
破
急

の
事
」

の
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簡

　
　

「
凡
そ
昔
は
能
數
四
五
番
に
過
ぎ
ず
、

さ
る
ほ
ど
に
五
番

目
は
必
ず
急
な
う
し
か
ど
竜
、
」

と
あ

つ
て
、
觀
阿
世
阿

の
初
期
ま
で
は
順
當

の
五
番

立
を
常
態
と
し
、
乃
ち
五
番
目
が
切
能
だ
つ
カ
と
こ
ろ
、
彼
の

晩
年
よ
う
す
で
に
曲
數

を
増
し
禿
の
で
、

　
　

「
當
時
は
け
し
か
ら
ず
能
數
多
け
れ
ば
、
早
く
急
に
な
う
て
は
急
が
久
し
く
て
急
な
ら
ず
、
能
は
破
に
て
久
レ

　
　

か
る
べ
し
。
破
に
て
色
ヒ
を
蠱
し
て
、
急
は

い
か
に
竜
唯

一
き
り
な

る
べ
し
。
」

と
、
∴
斯
か
る
演
行
に
竜
序
破
急

の
按
配
を
失
せ
ざ
る
べ
き
處
置
を
教

へ
て
ゐ
る
。

　
現
今

の
催
能
に
五
番
以
上
は
殆
ど
絶
無

の
歌
で
あ

る
が
、
素
謠

・
囃
子

・
仕
舞

な
ど
に
は
多
曲
の
竜
の
も
多
く
、

そ
れ
ら

の
編
成
に

「
破
に
て
久
し
か
る
べ
し

厚㌧
ー
ー
増
す
べ
く
ば
二
番
目
以
後
終
番
以
前
に
し
、
　
「
急
は
唯

】
き
ウ

な

る
べ
し
」
ー

終
う
を
結
ぶ
に
切
物

一
番
を
以
つ
て
す
る
、
こ
れ
が
最
竜
肝
要
の
旨
諦
で
あ
る
。
ま
π
五
番
以
下

の
寡
數
番
組
恐
全
く
同
じ
要
諦
に
適
從
す
べ
く
、
即

ち
減
曲
は
破

の
間
で
行
つ
て
、

切

一
番
に
必
ず
急
曲
を
据
ゑ
る
、

と
心
得
る
に
在

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
。
。,

　
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
五
番
立
番
組
が
ど
こ
ま
で
竜
基
準
と
な
る
の
で
あ

つ
て
、
そ

の
演
順
「
初
、
二
、
三
、
四
、
五
」

に
配
せ
ら
る
べ
き
演
種
轟

、
男
、
女
、
狂
、
鬼
室

、
世
阿
彌
の
翼

る

融

幇
、
鯵

、
.禽
.締

.物
靴

髴
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能
の
費

編
成
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、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ズ

四

に

外
な
ら

な

い
。

　

彼

の

「
序

破
急
」
読

(『
花

鏡
」
)

に
、

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
ぐ
だ

　

　

「
脇

の
申

樂
、

序

な
う
。

直
な

る
本
読

の
、

さ

の
み

に
細

か
に
な
く
、

祀
言

な

る
が
、

正
し

く
件

う

カ
る
懸

う

　

　

な

る
べ

し
。
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,　

　

　

　

　

　

　

,

レ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

へ　
ぬ　
ぬ　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン

と

は
、
初

番

(脇

能
)
に
典
據

の
純
な

る
、

脚
色

の
簡

な

る

め
で
た
き

曲
、

こ
れ

汎
く

「
紳
」

と
稱
…し

て
神
靈
、

又
は

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

む　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

れ

に
堰
ず

べ
き

天
仙

・
佛
體

・
帝

王
な
ど

を
主
役

と

せ

る
脇

能
物

で
あ

る
。
　

(
本
格

の
番
組

に
は
冠

頭

に
翕

を
附

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

も　
へ　
も　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

け

る
の
で
、

其

次
な

る
初
番

曲

は
翁

の
脇

に
接

す

る
意

よ
6
脇
能

の
名

を
生

じ

カ
が
、

引

い
て
翕

の
有
無

に
關

は
ら

華

ず

初

番
曲

を
斯

く
呼
ぶ

。
)

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

。　

て
い

　

　

「
二
番

目

の
申
樂

は
、
脇

の
申

樂

に
ば

か
は
う

カ

る
風
軆

の
、

本

読

正
し
く
強
、
と

し
禿
ら

ん

か
、

し
と
や

か

　

　

な
ら

ん
風
體

な

る
べ
し
。
」

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
ナ
ン

と
、

二
番

目

こ
れ
慈

典
據

の
確

か
な
、
併

し
脇

能

と
違

つ
て
剛
健

ま

π
風

雅

な
曲
と

は
、
總

じ

て

「
男

」

に
括

め
る

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ゲ

。
。
　

、
、

、　
　
　
　
、
、
、

古
今

有

名
無
名

の
男
性

で
、

中

に
も
多

く
源

李
將

士

の
麋
を
主

役
と

し

力
修
羅
物

が
本

二
番
、

他

に

略

二
番

と
し

て

　

　
　

　
　
　

　
　

　　　　

そ

の
過
孚

は
現
在

の
男

物

(直
面
)
で
あ

る
。
　

　

一　

　

心　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　

　

「
三
番

目

よ
り

は
破

な

り
。

こ
れ

は
、
序

の
本

風

の
直

に

正
し
き
體

を
、
細

か
な
る
方

へ
移

し
現

は
す
軆

な
う
。
」

.
冶

へ,序

の
本
風

の
直

に

正
し
き
L
脇

能

乃

至

二
番

目

の

～
細

か
に

な
く
L

あ

る
の
を
、
　

「
細

か
な

る
方

へ
移

し
現

、



　

　

　

　

　

　

　

　

　

麓
.　
　

亳
泌
　
　
　
　
　
　
　
,
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

0

傷

は

す

」

三

番

目

は

旨

と

し

て

「
女

」

で

、

概

ね

優

婉

な

有

名

無

名

の

女

性

を

主

役

と

す

る

鬘

物

、

但

し

狂

體

や

鬼

體

　

タ　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
む
　
　む
　
　む
　
　
　
　　も　
　ヘサ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
へ

だ

と

四

番

目

か

五

番

目

に

屬

す

る

が

、

狂

女

物

は

略

三

番

に

入

う

得

ら

れ

る

。

、　

　

　

　

　

.

　

　

「
序

と

申

す

は

自

つ

か

ら

の

姿

、

破

は

叉

そ

れ

を

和

し

て

註

す

る

釋

の

義

な

り

。

さ

る

殴

ど

に

、

三

番

目

よ

う

　

　

能

は

細

か

に

手

を

入

れ

て

、

物

眞

似

の

有

ら

ん

風

體

な

る

べ

し

、

そ

の

日

の

肝

要

の

能

な

る

べ

し

。

か

く

て

四

　

　

五

番

裟

で

は

破

の

分

な

れ

ば

、

色

く

を

癧

し

て

事

を

な

す

べ

し

。
」

　

こ

の

三

番

目

か

ら

伎

態

の

高

潮

す

べ

き

趣

は

、

現

に

三

四

番

物

が

最

も

興

味

饒

か

な

、

藝

位

も

重

い
曲

の

聚

群

で

　

　

　

　

　

　

モ
ノ
グ
ル
ヒ

あ

り

、

殊

に

「
物

狂

し

を

世

阻

彌

は

「
此

道

の

第

↓
の

面

白

つ

く

の

藝

能

」
(『
花

傳

書

、

物

學

條

々
』
)

と

ま

で

揚

言

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ
ヤ
ウ

し

て

ゐ

る

。

こ

れ

帥

ち

四

番

目

を

代

表

す

る

「
狂

」
・
で

あ

つ

て

、

そ

れ

に

准

ず

べ

き

異

常

の

男

女

は

更

な

う

、

な

ほ

　

　

　

　

　

む
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぶ

引

い

て

…
般

男

物

を

竜

廣

く

包

含

せ

し

め

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
げ
ぐ

　

　

「
急

と

申

す

は

擧

句

の

義

な

う

、

そ

の

研

の

名

殘

な

れ

ば

限

う

の

風

な

う

。

破

と

申

す

は

序

を

破

♪

て

、

細

や

　

　

け

て

色

、、
を

叢

す

姿

な

う

。

急

と

申

す

は

、

又

そ

の

破

を

蠡

す

所

の

名

殘

の

}
體

な

わ

。

さ

る

ほ

ど

に

、

急

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　

　

揉

み

寄

せ

て

、

亂

舞

、

働

、

目

を

駭

か

す

氣

色

な

う

。
」
　

　

　

　

・　

　

・　

ズ

.

　

　

　

　

　

　

　
　
　む

と

..

か

や

う

に

切

能

は

破

の

末

を

承

け

て

「
そ

の

破

を

蠡

す

」

な

る

轉

遷

の

極

、
　

「
亂

舞

、

働

、

目

を

駭

か

す

」

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

鬼

神

・
妖

魔

・
畜

生

の

類

を

統

ぶ

る

「
鬼

」

に

恰

當

し

、

そ

れ

ら

の

諸

曲

が

～、
名

殘

の

一
體

し

と

し

て

一
會

の

終

結

を

告

げ

る

の

で

あ

る

。

　

　

　

　

能

の
曲
日
編
成
法

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
五



能

の
曲
目
編
成
法

一
八
六

丶

曲

順

の

署

屬

　

前
章
に
述
べ
た
基
準
に
照
ら
し

て
番
組
配
列
を
實
地
に
案
ず
る
と
き
、
先
以

つ
て
現
行
各
曲
の
順
位
部
屬
を
知

つ

て
ゐ
ね
ば
な
る
ま

い
。

そ
の
心
得
の
確
か
で
明
ら
か
で
豐
か
な
ほ
ど
、
取
捨
分
合
の
作
略
は
自
由
に
容
易
に
巧
妙
に

果
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
よ

つ
て
、
以
下
こ
れ
を
追
次
に
擧
類
掲
記
し

て
行
く
。
　
(
流
名
略
號
。
觀

ハ.觀
笹

、
寶

ハ

寶
生
、
春

ハ
金
春
、
剛

ハ
金
剛
、
喜

ハ
喜
多
、
梅

ハ
梅
若
。)

【
初
番
目
諸
曲
】

　

　

　

　

　

　

　

ー
い
.
　

ー

宮

、,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
ヤ
ウ
ワ
キ
ノ
ウ

　
　
　
　
ー
ー
-本
脇
能

物

(
正
式

の
脇
能
な

る
に
よ
う

「
正
脇
能
」

と
も
稱
す
)
ー

イ
　
高

砂

イ
　
代

主

(イ
)
佐
保
山

(
ロ
)臼
樂
天

ハ
　
寢
　
覺

は
　
源
太
夫

二
　
氷

室

イイ

　
松

(イ
)
難

ハ
　

鵜

、
(
ハ
)
難

二
　

賀

.

二
、
逆 弓

八
幡尾波

(觀
・
梅
)

祭波
(寶

・
春

剛
・
喜
)

茂矛

。

⊆こ 二 ∫こ ハ ロ イ イ
　 　 　 　　　

玉 和 月鶴 自 老 養 志
　 布 宮
井 　　メU殿 舞垂髭　　松　　老　　賀

二 は ハ ロ イ イ

淡
　
路

御
裳
濯

放
生
川

大
　
肚

東
方
朔

竹
生
島

九
世
戸



轡

6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

(に
)
江
　
島
　
　
　
　
　
.ホ

、嵐
　
山
　
　
　
　
　

へ
　

蒔
王
母
　
　
h　
　
　

へ
　

呉
　
服

へ
　

右
　
近
　

　

　

　

ト
　
繪

馬

　

　
　
　

　
　

カ
ミ
マ
ヒ
モ
/
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ニ
ョノ
　
マ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
　
　ジ
ョ
ノ
　マ
ヒ
舶
ノ

　

イ

、
(
イ
)

は
禪
舞

物

で
、

佐

保
山

の
み
女
體
、

難

波
に

は

け
天
女
之

舞

も
あ

る
。

ロ

(
ロ
)

は
眞

ノ
序
之

舞
物

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ハ
ンカ
イ
カ
ウ
　
　
　
　
　
　ガ
ク
や
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヒ
ハ
タ
ラ
キ

　

で
、

白
樂

天

の
演
序

が

朝
孚

開

口
。

ハ
は
樂

物

に
し

て

け
舞

働

添

ひ
、
堕
更

に

砂
天
女
之
舞

の
加

は
る
も
あ

う
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

サ
ン
ダ
ン
ノ　
マ
ヒ

軌
(
ハ
)

も
樂
物

で

"
天
女

之
舞

叉

は

け
三
段

之
舞

添

ひ
、

は

は
單

鬥
の
樂

物

で
あ

る
つ

二

(
二
)

は
舞

働
物
嚇
・

　

"
天
女
之

舞
慈
あ

る
う
ち
、

玉
井

の
舞
働

は
特

に
靜

か
、

且

つ
演
序

は

智
牛
開

口
、

に

は
單

一
な

る
舞
働

物
、

　

(
に
)

は
舞
働

物
に

し

て

け
樂

が
添

ふ
。

ホ
は
舞

働

の
あ

う

さ
う
な

の
が
無

く

て

け
三
段
之
舞

の
み

。

へ
は
太
磁

野

霧

・
窿

右
誓

璽

響

附
㌔

ト
の
驚

は
流
雙

よ
る
差
馨

く
・
黌

・●
礬

は

輩

之
舞

　

　
　
　

　
　
　

　

ヘイ
ス
テ

　

　
　
　

　

カ
ゲ
ラ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
キ
フ

　

(
太
磁

)に

砂
神
樂

(幤

捨
聴
団
急
)
、
金

剛

は

…"
三
段

之
舞
(
太
轍
〉に

げ
神
樂

(幤
捨

)
、
寶

生

は

戴紳

舞

に

"
二
段

,
紳
樂
、
喜
多
は

諦

舞
禽

毒

(總
)紳
楽

野

勸
饕

蕪

齣
)
と
な
つ
て
ゐ
る
.

　
　
　
ー
ー
准
脇
能
物

(本
格
の
脇
能
な
ら
綴
慈
前
項
に
准
ぜ
ら
る
＼
曲
)
ー

イ

道
明
寺

　

　

イ

富
士
婁

春
)
　

(イ
)輪

藏

　

　

・

岩

鎚

騨

喜
)

ロ
　

金
　

札
(寶

・
春

剛
・
喜
)　
　

(
ロ
)
富

士
山

(剛
)　
　

、
ろ
　
岩

　
船

(嚢

　
　

　
　ハ
　

内

外
詣

　

イ

(
イ
)

は
樂

物

で
、

イ

に

砂
天
女
之
舞
、

(イ
)

に

け
舞
働

あ

う
。

ロ
は
單

一
の
舞
働

物
、

(
ロ
)
も
舞

働
物

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

シ
　
シ
　
マ
ヒ
モ
ノ

　

な
れ
ど

け
天
女

之
舞

添

ひ
、

う

に
は
何

格
無

い
。

ハ
は
異
様

に
も

獅
子
舞

物
、

そ
し

て

け
神
樂

が

あ

る
。

　

　
　

能
の
抽
目
編
成
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
七



ハ

能

の
曲
目
編
成

法

ー

…
略
脇
能
物

〔
本
五
〕
小
鍛
冶

〔
本
五
〕
春
日
龍
神

〔
本
五
〕
舍
　
利

〔
本
五
〕
皇
　
帝

〔
本
五
ご

泰
山
府
君

〔
本
五
〕

}
角
仙
入

〔躰
四
〕
欄
薑

〔
本
三
〕
草
子
洗

〔'〔 　〔 　〔 　〔
切本 本 本 本 准

五 四 五 四 三
〕 　　〕 　　〕 　　〕 　　、_～

猩 蟻 妻來 室:葛

々 逋 戸殿 君 城

(
他
部
屬
な
る
を
略
宜
に
初
番
位

へ
置
き
得
る
曲
)

〔
本
五
切

〕
合

〔
本
五
〕
龍

〔
准
五
〕
雷

〔
本
五
〕
鍾

〔
本
五
〕
張

〔
本
四
〕
唐

船 良 馗 電 虎 浦

〔
本
四
切

〕
枕
耋

(驚

)

〔
本
三
〕
住
吉
詣

〔
准
三
〕
龍

田

〔
本
四
〕
鱗
　
形

〔
本
五
〕
海
　
入

〔
本
五
〕
山
　
姥

〔
本
五
切

〕
大
瓶
猩

々

〔
本
五
〕
國
　
栖

〔
本
五
〕
大
　
會

〔
本
五
〕
羅
生
門

〔
本
五
〕
昭
　
君

〔
本
五
〕
項
　
勿

-
〔
本
四
〕
三
　
笑

〔
本
四
〕
天
　
鼓

〔
本
三
〕
吉
野
天
入

〔
准
三
〕

三
　
輪
…

〔
本
四
〕
現
在
七
面

〔
本
五
〕
當
　
痲

〔
本
四
〕
木
　
曾

一
八

八

琴
〔
本
五
〕
大

蛇

〔
本
五
〕
第
六
天

〔
本
四
〕
咸
陽
宮

ロ ロ 　ド へ　のロ ロ ロ ダヘ　 ロ ロ ミ

本 本 本 本 本 本 本 准 本
四 四 五 四 三 三 四 五 五
〕 〕　 〕 〕 　〕 　〕 〕 　〕　Lノ

鷺 雨 絃 卷 朋 梅 邯 草 鵜

月 上 絹 衣 　 鄲 薙 飼

(
右
各
曲

の
註
解
は
そ
れ
ノ
p丶
本
部
屬

の
項
に
記
す
こ
と
と
し
、
そ
の
本
部
屬
を
參
照
す
る
手
引
に
曲
名
㊥よ
へ



'

　
　
　
略
牒
を
附
け
た
。
〔
本
五
〕

ハ
本
五
番
目
、
〔
切
〕

ハ
切
能
、
〔
准
五
〕

ハ
准
五
番
目
、
〔
本
四
〕

　
　
　

〔
本
三
〕

ハ
本
三
番
目
、
〔
准
三
〕

ハ
准
三
番
目
C
)

懸

蕃

目
諸
曲
】
,

　
　
　
　
!
ー

本
こ
番
物

(本
格

の
二
番
目
物
と
し
て
は

「
慨
継
物
」
に
限
る
)
ー
ー

イ

田

村

　

イ

默

島

　

イ

箙

　

　

(イ
蒹

・

忠

度

　

・

駕

黌

　

・

經

澱

　

・

逋

盛

　

(
ロ
)
清

經

　

　
　

(
ロ
)
朝

長

　

　
　

(
ロ
)
知

章

　

　
　

ハ

敦

盛

　

ハ

生

田
敦

盛

　

　
二

實

盛

　

　
　

二

頼

政

　

　
　

ホ

巴

　
　

　
　

　
　

　

ヘイ
ダ
　
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
チ
シ
ユラ

　
　

イ

(
イ
)

が
李
太

物
な

る
う
ち
、

イ

三
番

は
勝

修
羅

と
呼
ば

れ

る

カ
ケ
ソ
物
。

ロ

(
ロ
)

　
　

で
あ
る
が
、
な
か
に
ぼ

カ
ケ
ソ
物

(難

忠
盛

戀

㍗

チ
ゥ
.
マ
.
.
.

　
　

　
　

　

コ
ヒ
シ
ユラ
　　　
　　　　　　　　　　　
ラ
ウ
シ
ユラ

　
　

を
特

に
戀

修
羅

、

二
二
番

を
老
修
羅

と

謂

ふ
。　

(
ロ
)

の
朝

長

は
前

シ
テ
が
女
性
、

　
　

あ

る
Q
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
,

　
　
　
　
ー

准
修
羅
物

(本
柊
茜

修
羅
能
な
ら
ぬ
慈
前
項
に
准
ず
べ
き
曲
)
…
ー

　
　

　

碇
　
潛

(太
鼓
無
)

　
　

斯

く

二
番

位

の
署
屬

に
在

つ
て

は
、
太

鼓

が
無

く

て
ヵ
ク
ヅ
物

で
あ

る
。

　
　

　
　

能
の
曲
目
編
成
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九

ハ
本

四
番

目
、

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
キ
ン
ダ
チ
モ
ノ

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

ハ
い
つ

れ
も

公
出達
物

ハ
は
中
之
舞

物

と
な

つ
て
ゐ
る
。

(
ロ
)

の
清
經

　
　

　

　
　

　
　

　

ホ

の
巴

は
全

く
女

シ
ナ

で



耋

能

の
曲
月
編
成
法

ー

略
二
番
物

〔
本

四
〕

木

曾

「
k
rη
⊃

南

　
　一馨

广5
フ
ハhに
丶}　
矛

　̀　
毳毒

〔
本

四
〕

元
服
曾

我

〔
本

四
〕

高
野
物

狂

〔
本

四
〕
東

岸
居

士

〔
本

四
〕
錦

　
戸

〔
本

四
〕

禪
師

曾
我

〔
本
四
〕

鉢

木

〔
本

四
〕

弱
法
師

〔
本
四
〕
阿

〔
本
四
〕
錦

〔
本
五
〕
鶴

〔
准
五
〕
檀

　
　
　
　
な

ρ
本
五
し
車

木 漕僧 風

(他
部
』屬
な

る
を

略
、宜

に
二
番
円位

へ
簡直
き

得

る
曲
)

i

〔
本
四
〕
安
　
宅

-
〔
本
四
〕
櫻

井

〔
本
四
〕
小
袖
曾
我

〔
本
四
〕
土
　
車

〔
本
四
〕
花
　
月

〔
本
四
〕
忠

信

〔
本
四
〕
關
原
與
市

〔
本
四
〕
攝
　
待

〔
本
四
〕
歌

占

〔
本
四
〕
逋
小
町

〔
本
四
〕
松

蟲

〔
准
五
〕
雷
　
電

〔
本
四
〕
調
伏
曾
我

ノ　 ミ ダヘ ダヘ ロ ド 　　 ロ ノコ ノ　ヘ ト　ハち 　ヂヘ 　ドヘ 　ドヘ　 ロ

本 本 准 本 本 本 准 本 本 本 本 本 本
五 五 五 四 四 四 五 四 四 四 四 四 四
〕 〕 辷コLノ ド〕 ～」」 」」 ㌔」 〕'"〕 〕　 〕 〕

鍾 飛 草 女 藤 鬼俊 烏 橋 放 藤 小 七 盛
　 　 　 郎 　 界 帽 辨 下 　 　　 騎
馗 雲 薙 花 戸 島寛 子 慶 僧 永榮 督 落 久
　 　 　 　 　 　 折

一
九
〇

〔
本
四
〕
春

〔
本
四
〕
鰰

　
　
　

㌧哲

〔
本
四
〕
蘆

刈 仲光 榮

〔
本
四
〕
自
然
居
士

笨
巴
懿
嚶

〔本
四
〕
夜
討
曾
我

〔准
五
〕
正
　
蓴

〔本
四
〕
景
　
清

〔
本
四
〕
繕
知
鵬

〔
本
四
〕
舟

橋

〔
本
五
〕
殺
生
石

〔准
五
〕
谷
　
行

〔
本
五
〕
熊

坂



　

　

(
本
屬
略
牒
。
〔
本
四
〕

ハ
本
四
番
目
、
〔
准
五
〕

ハ
准
五
番
目
、
〔
本
五
〕

ハ
本
五
番
目
、
)

【
三
番
目
諸
曲
】

　

　

　

ー

ー
本
三
番
物

(
本
格

の
三
番
目
は
主
と
し
て

「
鬘

ノ
舞
物
」

な
ウ
)
ー

ー

へ ほ ホ ニ ろ ロ?イ イ イ

吉 六 誓 鸚 灘 千 三 孚 采 野
野 　　願 鵡 　 　　 入
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の
後
牛

に
狂
氣

を
帶

び

る
の
が

「
特
色

。

ワ

(
ワ
)

あ

の
三
番
神
樂

物
と

う
み
丶

に
異

趣

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ヘイ
ス
デ

　
　
ソウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ノ

マ
ヒ

　

あ

つ
て
、
卷

絹

は
流

儀

に
よ
b
幤

捨

又
は
總

(
五
段
)
、

「
別

に
立
廻

又
は
破

之
舞

の
入

る
も
あ

う

、
現
在

七
面

は

　

後

の
蛇
身

よ
6
更

に
女
醴

と
變

つ
て
舞

ひ
、

鱗

形

は
ま
尢
中

之
舞

(太
轍
)
に
竜
。

カ
か

は

・太
轍
中
之
舞

物

で
、

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

ミ
ダ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
　
　ジ
ヨ
ノ
　
マヒ
　
ロ

　

な
ほ

室
君

に
は

ツ

レ
の
神
樂

が
添

ふ
。

ヨ

の
鷺

は
亂
之
舞

、

タ

の
雨

月

は
眞

ノ
序
之
舞

(立

廻

に
竜
)
.

た

ソ
に

立
廻

太
轍
)、
レ
に
カ
ケ
ソ
又
は
立
禦

あ
つ
て
v

蟻
逋
癒

霧

、
歌
占
瘉

癒
.蝣
、
綾
鼓
と
戀
重
荷
と
は
,

纛

続

霧

・
そ

(そ
)
竜
怨
霧

ど
し
て
、
護

寺
妄

圭

は
艦
蕎

裾
,
.櫂

窿

道
成
寺
の
前
に

　

　

　

　

　

　

ラ
ン
ビ
ヤ
ウ
シ
　
　
キ
フ
ノ
　
マ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
ヒ
メ
　
　
　
　ナ
マ
ナ
リ
　
　
ハ
タ
ラ
キ
ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
ダ
ウ
チ
モ
ノ

　

本

曲

獨

個

の
亂

拍

子

・
急

之

舞

あ

う

、

鐵

輪

は

橋

姫

又

は

生

成

で

働

事

無

し

。

ツ

ネ

は

仇

討

物

で

、

望

月

に

　

シ
　
シ
　
マ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ツ
コ
　
マ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
コ
　
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　

獅

子

舞

、

そ

れ

に

子

方

の

羯

鼓

舞

が

あ

る

。

ネ

(
ネ

)

ね

(
ね

)

は

逋

じ

て

羯

鼓

物

な

る

う

へ
、

ね

(
ね

)

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ツ
シ
キ
モ
ノ

　

中

之

舞

も

あ

う

、

ま

力

花

月

と

東

岸

居

士

と

自

然

居

士

を

喝

食

物

と

呼

ぶ

。

ナ

の

鉢

木

は

他

に

類

を

見

瀰

一
曲

。

　

で

、

こ

れ

に

舞

事

も

働

事

竜

無

い
。

　
　
　
ー

-略
四
番
物

(他
部
屬
な
る
を
略
宜
に
四
番
位

へ
遣
き
得

る
曲
)
ー

〔准
三
〕
吉
野
靜
　
　
　
　

〔本
三
〕
住
吉
詣
　
　
　
　

〔本
三
〕
草
子
洗
　
　
,　
　
〔本
三
〕
祗
　
王

〔本
三
〕
松
　
風
　
　
、　
　

〔本
三
〕
胡
、
蝶
　
　
　
　
　〔本
三
し
・吉
野
天
入
　
　
　
　厂准
三
〕
三
　
輪

/

一1』



〔
准
三
〕
疆

田

〔
本
三
」
雲
林
院

　
〔
本
三
〕
身
　
延

　
〔
本
三
〕
檜
　
垣

〔
杢

一一〕
汰
原
御
幸

　
　
　
　

づ

〔
本
五
〕
・黥

膿

〔
本
五
〕
鶴

〔
准
五
〕
檀

風

」

h
本
五
〕
鵜

飼

〔
本
五
〕
國
　
栖

　
　

(
本
屬
略

牒
。
〔
准
三
〕

　
　
　
目
、
〔
准
二
〕

【
五
番
目
諸
曲
】
　
　
　
.

　
イ
　
鞍
馬

天
狗

　
　
　
　

能
の
曲
目
編
成
法

〔、准
三
コ
葛
　
城

[
准
三
〕
西
行
櫻

〔
本
三
〕
雪

〔
本
三
〕
定

〔
本
五
〕
當

〔
准
五
〕
草

〔
准
五
〕
雷

〔
本
五
〕
皇

〔
本
五
〕
熊

〔
本
五
〕
車

ハ
准
三
番
目
、

呆僧 叛 帝 電 薙 麻 家

吾

　

「本
三
コ
勿
　
衣

　

〔本
三
〕
遊
行
柳

　

〔准
三
〕
木

賊

　

〔
本
三
〕
二
入
静

　

〔本
五
〕
融

墾

窟

蕪
攀

　

〔本
五
〕
飛

雲

　

〔本
五
〕
鍾
　
馗

　

雇

甑

鳥
帽
子
折

　

〔
准
初
」
道
明
寺

ハ
本
三
番
目
、
〔
本
五
〕

　
　
　
　

ハ
准
二
番
目
ナ

ル
准
修
羅
物
、
〔
准
初
〕

ー

本
五
番
物

(豪
壯
衰
控
爽
暢
な
る
太
鼓
入
Q
曲
を
本
格
と
す
)
ー

　
　
　
　
　
　
　
イ

膳

界

　

?

蕈

.
僧

　

」

順

　
　
　
　
　
　

ハ
本
五
番
目
、

ハ
准
初
番
目
ナ

ル
准
脇
能
。
)

〔
為
三
〕
小

鹽

〔
本
三
〕
墨
染
櫻

〔
本
三
〕
鸚
鵡
小
町

〔
本
三
〕
源

氏
供
養

・〔
本
五
〕
須
磨
源
氏

〔
本
五
〕
殺
生
石

〔
准
五
〕
谷
　
行

〔
本
五
〕
昭

君

〔
准
五
〕
正
　
蓴

　
　

[
准
五
〕

ハ
准
五
番

大
　
會

　

一
九
七



〆

能

の
曲
目
編
成
法

八
い
)
第
六
天

ろ

大
江
山

(
ハ
)
碇
　
　潛
(太
鼓
入
)

も
　
　
　
　
　
　
　ムオ
こ
ユ
　
　
　
　
　
　
　ら
ム
ゐ

(
　

穫

　
廃

-7
'

小
鍛

冶

(
ヌ
)
皇

ぬ
　
野

ヲ
　
絃

(
ヲ
)
海

力
　
石

　
イ

橋 入 上 守 帝

(イ
)

ロ
　

舍

利

(
ろ
)
飛

雲

は
　
項
　
勿

ト
　
春
目
龍
紳

(リ
)
殺
生
石

(
ヌ
)
泰
山
府
君

　
　

　
　

　
ぬ

　
　

　
　

　
ヲ

　
　

　
　

　
を

　
　

　
　

　
ヨ

　
　
テ
ン
グ　
モ
ノ

い

の
天
狗

物
に
、

垂 驀書蠶融欝

ろ
　
土
蜘
蛛

(ろ
)
紅
葉
狩

二
　

}
角
仙
入

と
　
大
　
蛇

(リ
)
鵺

(
ヌ
)
松
山
鏡

(
ぬ
)
熊
　
坂

ヲ
　
須
磨
源
氏

(を
)
松
山
天
狗

タ
　
大
瓶
猩

々

オ
ホ
ベ
シ
ミ
　
モ
ノ

善
(是
)界
と
大
會
差

㎡
砺

(

格
)
、

い
つ
れ

竜
舞

働

(飛

雲

は
流

儀

に
よ
う

　
　

　
チ
ウ
ノ　
マ
ヒ

は
前

に
中

之
舞

が
あ

つ
て
、

但

し
船

辨
憂

の
前

な

洌
に

イ

η
エ
と
中

之
舞

と
あ

う
。

燦 タ ワ ε ル ぬ ヌ 乏 ホ ハ5
に 猩 山 當 張 昭 鍾:國 黒安 船 羅
は 　 　 　 　 　 　 　 　 達 辨 生
舞と々 姥 痲 良 君 馗 栖 塚原 慶 門

ノへ

働孝
キ

　
　

扁
九
八

'
羅
生
門

船
辨
慶

安
達
原

、

　

　

　

を

竜

併

せ

て

大

癒

見

物

と

呼

び

、

車

僭

以

外

に

は

舞

　

　

あ

う

、

な

ほ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ
ニ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
ミ
あ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ニ
ヤ

　
　

)
入
る
。

ロ
ろ

(
ξ

は
普
逋
鬼
物
と
云
は
れ
る
顰
物

(紅
葉
狩
は
般
若
に

　
　

　
　

　
　
イ
ノ
リ
ハタ
ラ
キ

　
　

　
　

　
　

所

働
)

な

る
う
ち
、

舍
利

に

は
立

廻

(
太
鼓
入

)
竜

入
う
、
紅
葉

狩

　
　

　
　

　
　
　

　
キ
フ
ノ
　
マ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヤ
カ
シ
や
ノ

そ

の
孚

ば
過
ぎ

よ
う
急

之
舞

と
な

る
。

ハ

(
ハ
)
.
は

は
怪

士
物

で

や
は
か
舞
働
、
'

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ア
ヒ
マ
ヒ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ニ
の

一
角

仙
入

は
妖
仙

の
異
風

曲
で
、

ツ

レ
と
相
舞

の

●

蔭



-丁尸　

聖
:

9

響

太
轍
)
旱

方
(
二人
)
の
舞
樊

る
。
ホ
の
篷

原
(黒
塚
)
は
蕩

慶

毒

ヘ
ト
と
ま
蠢

働
あ
つ
て
、

　
　
　

　
　

シ
　
シ
　グ
チ
　
　
　
ク
ロ
ヒゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
ロ
ヒぷ
ゼ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ホ
ト
ビ
テ
　
や
ノ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

チ

の
國

栖
は
大

飛

天
物

で
働

事
無

く
、

控

窟

　
龍
虎

は

尠
獅
子

口
に

け
黒
髭
、

春

日
龍

紳

と
大
蛇

と

は
黒
髭
物
。

　
　
　

　
　
　

サ
ガ
リ
ハ　
　
　
ガ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
ト
ビ
テ
　
も
ノ

　

ツ

レ
の
舞

(
下
端

又

は
樂
)

ば

か
う
。

リ

(
り
)

は

小
飛

天
物

で
、

小
鍛

冶

に

の
み
舞
働

が
あ

る
。

ヌ

(
ヌ
)

ぬ
は
す
べ
て
瘉

易

そ
の
う
ち
皇
転

奮

窘

●
松
峯

昭
君
(艘
輦

・
野
守
舞

働
曹

・
婁

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

ラ
イ
ジ
ヨ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ウ
レウ
ベ
シ
ミ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
シ
ン

　
皇
帝

は

フ
キ

の
出
が
眞

ノ
來
序

。
(
ぬ
)

の
熊
坂

は
長
靈

癒
見

(
熊
坂
)
で
、
騨小
癒
見

に
類
す

る
が

働

事

は
無

し
。

　
　
　

　
　
　

ア
ク
ジ
ヤ
ウ
や
ノ

　

ル

の
張
良

は
惡
尉

物
、

こ
れ

も

シ
プ
に

は
働

事
無

く

て
、

ツ

レ
(龍
紳
)
の
み
・舞
働

が
あ

る
。
ヲ

(
ヲ
)

を

(を

)

　

い
つ

れ
竜
鱈
纏

物

で
あ

る
が
、

な

か
に
當
麻

と
海

人
と

は
女
體
、

來
殿

(
妻
戸
)
は
前

が
雷
電

(
雛
肛
)
と

同

一
、
.

　

松
山

天
狗

に
至

つ
て
は
後

ツ

レ
天
狗
數

入
出

て
舞
働

あ

う
、

他

と
著

し
く
趣

を
異

に
す

る
。

ワ

の
力

処
は
特

殊

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

の

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

シ　
シ
　
マ
ヒ

曲

ど
し

て
獨
得

の
カ
ヶ
ソ

(
ハ
タ
ラ
キ
と
ゑ

ふ
太
轍
)
、
カ
の
石
橋
は
獅
子
舞
、

ヨ
の
合
浦
は
舞
働
を
舞
ふ
。

タ
の
響

物
二
蚕

常

は
中
之
舞

纛

)
な

の
を
多
飯

警

謄

す
る
・

　
　
　
-

准
五
番
物

(
本
格

の
五
番
目
な
ら

澱
竜
前
項
に
准
ず
べ
き
曲
)
ー

-

イ

草

薙

　

　
　

ロ

雷

電

　

　
　

ろ

谷

行

　

　
　

ハ

檀

風

は

烏

帽

子

折

i

　

二

正

蓴

　

　

　

　
　

、

　

　

,

　

　

.

　

　

レ

　

　

　

　

　

　

ミ
　
カ

ヅ
キ
　
　
　
　ア
ラ
ガ
ミ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
カ
ミ
　
キ

ジ
ン
せ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ベ
シ
ミ

　

イ

の

草

薙

は

三

日

月

類

の

荒

紳

物

、

ロ

ろ

の

雷

電

と

谷

行

と

は

顰

の

鬼

神

物

、

ハ

の

檀

風

は

小

應

見

の

不

動

物

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゲ
ン
ザ
イ
み
ト
コ
せ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
タ
オ
モ
テ
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ウ
し
ウ
ベ
シ
ミ

　

そ

れ

ら

い

つ

れ

竜

働

事

は

無

い

。

は

二

二

番

現

在

男

物

な

る

う

、

鳥

帽

子

折

の

前

が

直

面

、

後

は

長

靈

癒

見
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餓
脚
の
曲
}目
編
成
法

　
　
　
　
　.
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

.　

　
　

ご
O
O

ク
マ
サ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ
ク
ミ

(熊
坂
)
で
、
子
み
と

ツ
レ
と

の
斬
組
(
驟
軒
)
あ
う
、
正
尊
は
前
後
と
も
直
面
、

そ
し
て
常
は
流
儀

に
よ
う
斬
組

有

ソ
無

ツ
ニ
樣
な
が
ち
、
小
書

叉
は
機
宜
を
以
つ
て
大
抵
そ
の
働
事
を
入
れ
る
。

　
　
i

略
五
番
物

(他
部
屬
な
る
を
略
宜
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、
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を
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る
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を
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、
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翕
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、
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る
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掲
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又
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。
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兼
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猩
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岩
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梅
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右
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瀧
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。
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、
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る
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掲
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、
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ら
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岩
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藩
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。
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。
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簡
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ど
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へ

　
　

　

澱

か
れ

る
。

　
　

　

　

へ　　も　　ぬ　　め

　
　

一
　

三
番
以

下

の
番

組

で
な
く

て

は
、

本
三
番

物

は
初

番

に
置

か
れ

な

い
。
但

し
、

略
脇
能

と
し

て

そ

の
配
位
を

　
　

　

古

め
る

の
臨
別

で
あ

る
。

　
の　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
ヘ　
ヤ　
あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　
　

噸

極
度
の
寡
黷

組

三

番
立
の
聖

)
な
ら
ざ
る
限
丸

杢

蕃

物
を
馨

に
置

い
て
は
な
畠

。

　

　

本

四

番

物

　

　
・　

　

　

　

　

・
、

　

　

　

　

、
、
論　
、
　
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　

、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

・　

一
　

五

番

以

上

の

番

紐

に

は

必

ず

本

四

番

物

を

　
曲

以

上

入

る

べ

く

、
.
乃

ち

、

五

番

立

な

ら

ば

四

番

目

へ

一
曲

、
,

　

　

　

か

番

以

上

な

ら

ば

陣

番

静

又

は

か

番

訃

ヘ

一
曲

と

、

価

伽

へ

一
曲

以

上

を

置

く

。

　

　

　

　

ヘ
　
　ヘ　
　へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や　　
ち　
　ゑ

　

　

一
　

五

番
冖立

艦蒼

粥職
に

熱
緡
い

て

、

太
・四

番

物

は

四

番
一目

以

外

へ
加直
か

れ

な

い
。

尤

も

、

別

に

略

脇

能

や
晶
齢
二

番

目

や

　

　

　

略

三

番

目

と

し

/し
、

そ

の

配

位

に

屠

る

こ

と

は

あ

う

得

る

。
　

　

,
・

、
一

暴

爨

の
薪

に
在

つ
て
は
癒

釜

の
如
き
特
式
の
と
き
か
番

へ
置
か
れ
る
が
・
そ
れ
以
外
で
は
丶
一番

　

　

　

　

　

能

の
搬
鸚
編
威
法
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ご
〇
七

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

壱

　

　

　

　

　

　

　

　

.!

丶



'

～

.
　
　
　
　

能

の
曲
目
編
成
法
　

　
　
　
　
　
　
"

　
　

　
　

、　
　
　
　

　
　
、　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ご
○
八

　

も　　
も　　
も

　

目

以

下

と

す

る
。

但

し

、

略

脇

飴

と

し

て

そ

の

電

位

を

占

め

る

の

は

別

で

あ

る
。

　

　

　

　

へ　
　
も

　

　

へ
ぢ
ヘ

一　

五

番

以

上

の

番

組

に

本

四

番

物

は

終

番

に

置

か

れ

ず

、

委

と

ひ

略

五

番

物

力

う

得

る

曲

と

て

竜

許

き

れ

な

い

。

　

　

ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ　
　ぬ　
　も
　
　も

剛　

四

番

立

番

組

に

は

本

四

番

物

を

終

番

に

置

き

得

る

が

、

そ

れ

と

て

略

五

番

物

に

格

せ

ら

れ

る

曲

に

限

る
。

L

　

　

ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
へ

一
　

三

番

以

下

の

番

組

な

ら

ば

、

本

四

番

物

を

終

番
[に

慈

置

き

得

る

。

本

五

番

物

ー

ー

嫡
　

順

位

配

置

の

最

も

局

限

せ

ら

れ

尤

曲

で

あ

る
、

　

　

へ
　
　ぬ　
　も　
　へ
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
で
　
　ヘ　
　ヘ
　　
ヘ　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
ヘ　
　ヘ
　　ヘ
　
　
　　
　
　
　
　
　　
ヘ　
　ヘ　
　へ

M
　

五

番

以

上

の

番

組

に

は

必

ず

本

五

番

物

を

】
曲

以

上

入

る

べ

く

、

鳶乃

ち

、

五

番

立

な

ら

ば

五

番

目

へ

}
曲

、

　

あ
　
　め　
　ヘ　
　ヘ
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　ヘ　
　ヘ　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
ヘ　
　
へ

　

六

番

以

上

慈

亦

必

ず

終

番

に

一
曲

据

ゑ

、

他

位

ヘ

一
曲

竜

し

く

は

一
曲

以

上

挿

む

こ

と

竜

あ

る
。

　

　

　

ヘ　
　へ　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ

　

　

へ

同　

四

番

以

下

と

て

格

終

番

に

は

本

五

番

物

入

る

を

良

し

と

す

る

が

ゐ

止

む

を

得

ず

ば

略

五

番

物

に

も

代

へ
ら

れ

　

る

◎
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

羹

U
　

か

番

伽

下

の

番

組

に

於

い

て

、

本

五

番

物

を

緲

魯

以

外

へ
澱

い

て

は

な

ら

楓

。
.
但

し

、

略

脇

能

と

し

て

そ

の

　

配

位

を

占

め

る

の

は

別

で

あ

る
。

　

　

ヘ　
ヘ
　
へ　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヘ
　
へ

唱　

三

番

以

下

の

番

組

に

慈

本

五

番

物

は

終

番

以

外

へ
置

か

れ

ず

、

π

と

ぴ

略

脇

能

や

略

二

番

物

だ

う

得

る

曲

と

　

て

格

許

さ

れ

な

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

頓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　　
へ　
　も
　　
も　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　あ　
　も
　　
へ　　
　　
　も
　　
も

一　

右

項

の

要

旨

を

言

換

へ
れ

ば

、

嗣
ご
番

以

下

の

番

組

に

入

れ

る

本

五

番

物

は

、

唯

一
曲

を

終

番

と

す

る

に

限

る

ρ

、

、



紳

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ヘ　
　へ　　も　　も

　
　

　

と

の
事

に
な

る
。

而

し

て
叉
更

に
言
進

め
る
と
、

三
番

以
下

の
番

組

に
於

い
て
は
、
敢

へ
て
本
五

番

物

を
入
れ

　
　

　

な

い
で
も
宜

く
、

な
ほ
、

終
番

に
略
五

番
物

も
置

か
ず

に
濟

む
。
　

(
つ
嚢
命
、
本

五
番

物
が
入

る
と
き

は
必
ず

　
　

　

も　　あ　　　　
ヘ　　へ

　
　

　

終
番

ヘ

一
曲

と

い
ふ
、

前
項

の
要

旨

に
觸

れ

て
く

る
か
ら

で
あ

る
。
)
　

　

　

　

　

ジ

　
　
大
鱧
以
上
の
綱
領
を
辨

ヘ
カ
う

へ
は
、

い
よ
ー

實
地
に
諸
種

の
番
組
編
成
を
求
め
ろ
段
取
と
な
る
。

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

バ
ン
ダ
テ

　

◇

五
番

立
番
組

の
規
式

　

　
最
初

に
擧

げ

よ
う
と

す

る
の
は
諸
種

番
組

の
基
準

π

る

「
五
番
立
」

で
、

安
づ
暫
ら

く

　

　　
　
　　
　　
　　

　

翕
や

祕

言

を
別
視

し

力
正
昧

の
五
演

曲
配
列

を
目
指

す
。
　

(
眞
向
き
の

順
序

と

し

て
は

『
翁
附

・
親

言

能

組
」

か
ら

　

始

む
べ
き
と

こ
ろ
、

そ

れ
は
却

つ
て
當

面

の
會

得

に
紛

淆

を
招

く
惧

れ
あ

る
の
で
後
項

に
讓

つ
カ
。
)

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

む　
む　
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ

　
　

こ

の
五
番

立
を

定
順
位

の
本
番

物

ば
か

う
で
組

上
げ

π
ら
、

そ

れ

は
言

ふ
、食
で
竜
な

く
最
も

正
式

な

眞

中

ノ
箕
と

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

む　　む　　　

　

す
べ

き
番

組

に
な

う
、

そ

れ
よ

り
何

か

の
曲

を
略
番
物

に
挿
替

へ
る
程
度

に
隨

つ
て
、

行

・
草

の
大
別

と
更

に
そ

の

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
♂

、
各

、、
に
、

眞
行
草

を

小
分
し

控
諸
細

式
も
成

立

つ
。

　
　

以

下
は

さ
う
し

控
次
第

づ
け

に
依
う
、
眞

行
草
細

別

の
作
式

示
表

で
あ

ス

　
　

　

　
　

　

　　　　　　　　　ヘ　　へ　　も　　へ　　　　　　　　　　　　　
　　も　　へ　　も

　
　

　

表
中
、

本
初

は
本
初

番
物

の
意

で
即

ち
本
脇
能

の
こ
と
。
　

〔
准
初

(
准
脇
能

)
・
准

二
(
准
修
羅

)
・
准

三

・
准
五

　
　

　

　

も　　へ　　ゐ

　
　

　

の
准
番
物

は
混
雜

を
慮

つ
て
記

さ

瀰
が
、

そ

れ
ら

は
本
番
物

と
略
番

物
と

の
中
間
、

と

云
ふ
よ

う
寧

ろ
本
番

物

　
　

　

の
方
に
近

く
取
做

し

て
宜

い
。
〕

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ワ
キ
ノ
ウ
ダ
テ

　
　

こ

丶
に
五
番

立
番

組

と
し

て
は
、

先

に
記

し
力
原
規

に
照
ら

し

て

『
脇
能

立
』

の
み
と

定
ま

る
。

・

　
　

　

　
　

麟
の
曲
目
編
咸
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　

ご
〇
九



瓮 倉f§f強f}f鳶 ⑤ 曾?盆 曾?⑤ ⑤?
))))))　 )))))、)・)))

翳 勤 翳 翳 鷺 鷺 黷 霧 蓊 蓊 窃 霧 奢 霧 奢 募

肇 警 隆 杢 隆 本 本 本 略 略 本 略 本 本 本

略 本 略 略 本 本 略 本 本 略 略 本 本 略 本
四 四 四,四 四 四 四 四 四 四 四.四 四 四 四

本 本
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眞
式
ノ
眞

奎
一一鉾
デ

義

・

本

五

…

…

(
丙

)
丶
、

鑽
亨
ー

本
五

行
式
ノ
眞

薙
「鎗

了

ノ行

本 本
五 五

草 行
式 式
ノ 　 ノ

眞 草

麓
「鎗

了

ノ行

本
五

草

式

ノ
草

ギ

凶
=
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ヤ　
ち
　
　
　
も　
ヤ

　

右

表

の

う

ち

(
4

)

(
6

)

(
7

)

の

如

く

、

略

三

を

本

初

の

据

ゑ

ら

れ

た

番

組

に

入

れ

る

の

は

、

萬

止

む

を

得

臓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　　へ

揚

合

に

限

る

の

で

.

嚴

格

に

は

行

草

式

に

墮

つ

る

慈

の

と

竜

せ

ら

れ

る

。

ま

力

本

初

は

眞

式

の

標

幟

で

あ

る

か

ら

、

　

　

　

へ　
　
も

そ

れ

を

略

初

に

代

へ
れ

ば

一
齊

に

行

草

式

と

目

せ

ね

ば

な

ら

滋

。

而

し

て

五

番

立

は

本

則

の

曲

數

な

の

で

、

せ

め

て

　

　

　

へ　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

終

番

の

本

五

は

固

守

し

π

い
が

、

萬

止

む

を

得

ず

略

五

を

用

ゐ

る

に

し

て

も

、

そ

れ

は

行

草

式

の

内

に

置

く

べ

く

、

殊

に

(
ユ

)

(
2

)

に

は

絶

對

禁

制

で

あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
　へ

　

な

ほ

注

意

す

べ

き

は

、

略

二

・
略

三

に

本

四

番

物

が

多

い

か

ら

、

そ

れ

ら

が

後

次

の

本

四

曲

と

衝

突

せ

ぬ

や

う
、

　

　

　

め　
　ヘ
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　ヘ
　　
ヘ　　
　
　　
　　
　ヘ　
　へ
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　ぬ　
　も

同

様

に

略

四

は

本

三

へ,・
本

五

番

物

が

多

い

か

ら

、

そ

の

前

後

な

る

本

三

曲

・
本

五

曲

と

衝

突

せ

孤

や

う

。

更

に

略

三

　

ヘ　
　ヘ
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　ヘ
　　
ヘ　
　　
　
　ヘ　
　ヘ　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　へ　
　も

」

略

四

と

續

く

慈

の

は

、

實

曲

の

選

び

方

が

拙

い

と

本

四

ー

本

三

の

邀

位

に

な

う

が

ち

で

、

す

る

と

引

い

て

本

三

1

も
　
　
へ

本

五
と
續

下

し
、

甚

だ

厭
は
し

い
結

末

に
陷

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ヨ　
バ
ン
ダ
デ

◇

四
番

立
番
組

の
規
式

　

　
次
に
實

利
用

の
多

く

且

つ
廣

い

「
四
番

立
」
、
　

そ
れ

は
配

列
に
數

ヒ
異

な

る
樣

式
あ

る

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
ワ
キ
ノ
ウ
ダ
テ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
シ
ユ
ラ　　ダ
テ

の

が
便
宜
き

所
以

で
、

就
中
主

な
も

の
を

『
脇

能
立
」

と

『
修
羅

立
』

と

の

二
類

と
す

る
。

　
,
　
　

ー
-ー
脇
　

能
　

亠v7
ー

…

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ヘ　　ヘ　　へ

　
　

こ

の
組

立
は
初
番

に
本
脇

能

を
据
ゑ

る
の
が
常

法

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

冖盤

神

埜

楚

盤
一
鼬

}眞

式

ド

　

　

　

　

能

の
曲
籔
編
成
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

一
一



,

(
3

)

.
(

4

)

(
5

)

(
6

)

(
7

)

(
8

Y

(
9

)

(
鉛

)

舶駈
の
曲

目

編

へ成
'塗

本 本 本 本 本 本 本 本
初 初 初 初 初 初 初 初

・賂 略 略 本 略 本 本 略

略 略 略 本 本 略 略 本
四"四'三 四 四 三 四 三

一
=

二

　
　

　
　

　

　
　

へ

　

右

表
各

配
列

の
本
初

は
能

ぷ
限
う
存

留

す
べ

く
、

　
　

　
　

　

　

ヘ　　へ

注
意

と

し

て
、

略
脇

に
は
本

五

・
本

四
番
物

が
多

い
か
ら
、

へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
も
　
　
ぬ

略

三

・
本

四

諸

曲

と

慈

衝

突

し

な

い

や

う

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　　
へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
　　へ

用

ゐ

る

と

き

は

、

前

な

る

本

四

曲

や

略

二

曲

と

の

衝

突

を

避

け

し

め

ね

ば

な

ら

な

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
　
　ヘ　
　
　
　
ヘ　
　へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ　
ヘ
　
　ヘ　
　
　
　
へ　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ　
　へ
　
　
　
　
も
　
　へ

　

併

せ

て

注

意

す

べ

き

は

、
　

(
4

)

の

本

三

-

略

四

、

(
6

)

の

略

三

ー

本

四

、

(
8

)

の

略

二
ー

略

三

、

そ

れ

ら

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　ヘ　
　
　
　
　カ　
　も　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
ヘ
　
　ヘ　
　
　
　　ヘ　
　へ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
も　
　ヘ　
　
　
　
　ヘ　
　へ

互

に

衝

突

せ

漁

や

う

。

ま

疫

、
　

(
3

)

の

略

二

f

本

三

、

(
"

)

の

略

三

ー

略

四

、

(
"

)

の

略

二

ー

略

四

、

こ

れ

ら

　

　

　

　

　
も　
　ヘ
　
　
　
　
へ　
　も

は

顯

著

に

本

四

ー

本

三

の

逆

位

を

露

呈

し

な

い

や

う

、

但

し

そ

れ

が

或

程

度

ま

で

な

ら

ば

、
,
實

曲

の

取

合

は

せ

鹽

梅

盤

一
鎗

}蓼

眞

本
五
…
…
(
甲
)
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、・

査

…

(乙
)
苓
式
ノ
草

　

　

　

　

ビ

本
五
　
　
　

.　
草
式
ノ
眞

離

一
鉾
㌢

式
ノ行

　

　

.

本

五

　

　

　

　

草

式

ノ

草

　

　

　

　

　

　

　

へ
　
　も

　

　

　

　

こ

れ

を

酪

初

に

代

へ
が

π

い

け

れ

ど

も

、

止

む

を

得

蹟

揚

合

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　

　

　

　

　

　

　

終

番

の

本

五

曲

と

衝

突

さ

せ

漁

は

勿

論

、

次

後

の

略

二

・

　

　

　

　

ゐ
　
ヘ　
　
　
ヘ　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　

同

樣

に

終

番

の

本

五

竜

な

る

カ

け

据

置

く

に

努

め

、

止

む

な

く

略

五

を



營

＼

で
許
さ
れ
も
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

　
　

ダ　

ー
ー

修

　
羅
　
立

:
ー
-

　
　

こ
の
組
立
は
初
番
に
修
羅
物
(
本
二
番
物
)
を
置
く
こ
と
定
法
で
あ

る
。

　

(
ユ
)

本

二

本
三

本
四

本
五

　
　

翼

式

舘

埜

墜

叢

.盤

一
鎗

}行

式

　

(
4

)

本

二

　

略

三

　

路

四

　

本

五

　

　

　

草

　

式

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ　
　ヘ
　
　
　
　
へ　
　ぬ

　

右

表

の

初

番

な

る

本

二

を

略

二

に

代

へ
れ

ば

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ
ト
コ
モ
ノ
　
　
　
　
　
ダ
テ

で

な

く

て

『
四

番

物

立

』
、

そ

し

て

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　　
　
　　

准

様

式

と

し

て

認

め

ら

れ

は

す

る

が

、

こ

の

四

番

立

番

組

に

は

好

安

し

か

ら

ず

、

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　へ

立
に
向

く
毛
の
で
あ

る
。
然
し
都
合
に
よ
ら
略
二
を
用

ゐ
る
な
ら
ば
、

漁
や
う
擇
ば
ね
ば
な
ら

楓
。
　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　　
ヘ
　　　　
　　ヘ
　　
ヘ　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　
ヘ　
　
ヘ　　　　
　　ヘ　　
へ

　

ま

尢

(
2

)

の

本

三

ー

略

四

や

(
3

)

　

　

　

ヘ
　
　へ　
　
　
　
　ゐ　
　へ

が

恰

慈

本

四

-

本

三

な

る

如

き

、

逆

位

を

露

顯

せ

漁

や

う

注

意

を

要

す

る

。

程

度

次

第

で

許

さ

れ

る

格

あ

る

こ

と

既

記

の

逋

命

。
ト

　

　

　

　

能

の
曲

冨
編
成
法

　

　
　

　

そ

こ
に

は
概

ね
本

四
番

物

が
据

わ

る
か
ら
、

す

る
と

「
修
羅

立
』

そ

の
多
く

は

『
男

物

(直
面
)
立
』

と
な

る
で
あ
ら

う
。
　

さ
う

い
ふ
立

方
慈
次

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

む　
む
サ
　　
　
　
む
　
む

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

そ
れ
よ

り
寡

曲

の
三
番

立
や

二
番

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

ヘ　　ヘ　　　　
ヘ　　ヘ　　　　
ヘ　　へ

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

後

な
る
本
四

・
略

四

・
本
五
諸

曲
と
衝
突

せ

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

ヘ　　ヘ　　
　　ヘ　　へ

の
略

三
f

本

四
が

互

に
衝

突

し
な

い
や
う
。

な
ほ

(4
)

の

略
三
ー
略

四

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

尤

も
そ
れ

は
實
曲

の
取
合

は
せ
に

よ
う
、

ご

=
二

サ

9



'

■

　
　
　
　
　
能
の
曲
目
編
成
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
四

　

備
考
。
〔
一
〕
『
脇
能
立
」

及
び

『
修
羅
立
』

の
四
番
立
番
組
に
、
そ

の
二
番
目

へ
本
四
番
物
を
置
き
得

る
こ
と
は
、

　
　

そ
れ
が
略
二
曲
な
ら
ば
脇

能
立

(
3
)
(
8
)

(10
)
に
、
略
三
曲
な
ら
ば
同

(6
)
(
9
)
や
修
羅
立
(
3
)
(4
)

　
　

に
應
合
す
る
。
な
ほ
裟
力
場
合
に
よ
つ
て
必
要
あ
ら
ば
、
そ
れ
ら
以
外

の
本
四
番
物
で
慈
差
支

へ
瀰
こ
と
も
あ

　
　

る
が
、
そ

の
次
位
に
直
ぐ
本
四
曲
の
續
か
孤
や
う
留
意
す
べ
き
は
言
を
俟
力
な

い
。　
〔
二
〕

汎
く
四
番
立
の
番

　
　

組
に
於

い
て
、
初
番
に
本
三
番
物
を
置
く
こ
と
は
嚴
禁
で
あ
る
。
し力
雪
其
曲
が
略
脇
能
尢
う
得

る
な
ら
、
幾
分

　
　

か
許
さ
煎

る
飴
地
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
て
能
ふ
限
う
避
け
る
に
若
か
ず
、
さ
う
し
て
他
部
屬

か
ち

の
略

　
　
脇
能
を
採

る
を
可
と
す
る
。
　
　

　
　
　
　

　

副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ㎡

◇
三
番
立
番
組

の
規
式
　
　
現
今
實
際
に
最
も
多
く
又
廣
く
利
用
せ
ら
れ
て
、
中
央
地
方
と
恐
各
流
常
會
の
逋
型
と

な
つ
た
觀
あ
る
三

璽

L、
こ
れ
に
は

驫

静
ぎ

及
び

稜

聾

』
と
そ
れ
に
對
等
の

霧

釜

(ヨ　バ
ンモノダデ

四
番
物
立
)」

と
、
こ
の
三
歎
が
主
な
樣
式
で
あ

る
。
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

.
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

.

　
　
　
　
ー
ー
ー
脇
　
能
　
立
ー
-ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,

　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ　　め　　も

　
　
こ
れ
も
初
番
に
本
脇
能
を
据
ゑ
る
こ
と
正
法
と
せ
ら
れ
る
。
　

　

　

　

　

　
、
　

-

麗

鞴

攣

籍

一
鼬

}眞

式
・



(
。。
)

本
初

本
四

査

.…

..(
甲
ご

行

式

　
(4
)
　
本
初
　
　
路
四
・　

本
五
…
…
(
乙
)
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、　
　
　
　
　
　
∋

麗

鏘

堅

彗

鼬

薗

式

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ
　
　ヘ

　

　

　

　

へ　
　
ぬ　　
　
　
　へ　　
や

　

右

表

の

本

初

を

略

初

に

代

へ

て

竜

宜

し

く

、

實

用

に

は

其

方

が

便

利

で

あ

る
。

然

し

略

脇

に

本

五

・
本

四

番

物

が

　

　

　

　

　

　

　

　

も　
　へ

多

い

か

ら

、

終

番

の

本

五

曲

と

衝

突

さ

せ

漁

は

固

よ

う

、

中

番

の

諸

曲

と

竜

衝

突

し

な

い

や

う

警

戒

を

要

す

る
。

　

　

　

　

ヘ　
へ
　
　
　
で
　
あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

ヘ　
へ

　

終

番

の

本

五

竜

略

五

に

代

へ
得

ら

れ

、

な

ほ

(
1

)

(
2

)

(
3

)

(
4

)

の

終

番

を

略

二

曲

に

も

、

(
1

)
(
5

)

の

　

　

　

へ
　　
あ

終

番

を

本

四

曲

に

慈

で

き

る

が

、

そ

れ

ら

の

替

曲

竜

な

る

べ

く

略

五

番

物

に

逋

ふ

竜

の

で

あ

う

控

い
。

但

し

、

初

番

　

へ
　　
ぬ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ヘ
　　
ヘ　
　　
　　
ヘ　
　ヘ
　　
　　
　ヘ
ビ　
へ

に

略

脇

を

置

い

控

場

合

に

は

、

.終

番

に

略

五

や

略

二

や

本

四

を

避

け

る

が

良

く

、

そ

れ

は

初

番

の

略

脇

曲

と

衝

突

し

が

ち

だ

か

ら

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
　へ　
　
　
　
も　
　へ

　

其

他

に

注

意

す

べ

き

こ

と

、

(
4

)

の

略

四

と

本

五

と

を

衝

突

さ

せ

な

い

や

う

。

な

ほ

、

(
2
)

の

略

三

f

本

五

や

　

　

　

　

も　
　へ
　
　
　
　
　も　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ　
　ヘ
　
　
　
　
　へ
　
　ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
　へ

(
6

)

の

略

二

ー

本

五

ま

控

(
4

)

の

略

四

-

本

五

は

選

曲

が

拙

い

と

、

(
3

)

の

本

四

-

本

五

ま

カ

(
ユ
)

の

本

三

　

へ　　
も

1

本

五

と

何

の

差

別

慈

無

く

な

る

で

あ

ら

う

。

　
　
　
　
ー

修
　
羅
　
立
ー
i

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

へ　　ぬ　　へ

　

　

こ

れ
が
初

番

は
專
ら

修
羅

物
(
本

二
番

物
)
に
限
定

せ
ら

れ

る
。

　

　

　
　

能
の
曲
目
編
成
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
五



./

(
1

)

(
2

)

(
》
)
)

(
'4

)

杢 杢 杢 杢 能
　 　　 　　 　　 　　の

　 　 　 　 醫
略 本 略 本 艘
四 四 三 三 法

本
五

鳶　

眞
　

　
式

擁
一
鼬

}行
式

二

一
六

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

五

　

　

　

　

草

　

　
式

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　　
　
　　

　

利

用

度

の

最

慈

廣

般

な

三

番

立

の

う

ち

に

も

、

取

別

き

「
修

羅

立

』

は

實

使

の

便

多

く

、

極

め

て

重

寶

な

↓
要

式

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　あ　
　へ

.で

あ

る

。

而

し

て

此

の

初

番

を

本

二

に

限

る

理

由

は

、

略

二

だ

と

そ

こ

に

概

ね

本

四

番

物

が

据

わ

う

、

そ

れ

は

そ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ

・
で

別

に

『
四

番

物

立

』

と

呼

ぶ

}
主

式

を

成

す

か

ら

で

あ

う

、

な

ほ

他

面

に

於

い

て

略

二

の

爾

餘

若

干

は

本

五

番

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ　
　も

な

の

で

、

そ

れ

ら

が

終

番

の

本

五

と

問

近

な

の

を

厭

ふ

に

慈

因

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ　
　も
　　　
　　
ヘ
　　へ
　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　た　
　へ　
　　
　　
あ
　　
へ

　

☆

力

右

表

に

對

す

る

注

意

と

し

て

、

(
4

)

の

略

四

と

本

五

と

衝

突

し

な

い

や

う

。

更

に

、

(
2

)

の

略

三

-

本

五

　

　

　

　

　

も
　　
も　　　
　　　あ　　
も
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　へ
　　
も　　　
　　　へ
　　
め　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　
ヘ　
　ヘ
　　　　
　　ヘ
　　
へ

が

(
))
)

の
本

四
ー

本
五
と
、
　

(4
)

の
略
四
-

本
五

が

(
1
)

の
本

三
ー

本

五
と
、
そ

れ
ぐ

到

然

力

る
差

別

の

.

附

く

や

う

、

選

曲

を

能

く

吟

昧

せ

ね

ば

な

ら

漁
。

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ
　
　
　
　
へ
　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　へ

　

終

番

の

本

五

は

駱

五

に

代

へ
て

竜

宜

く

、

な

ほ

、
(
1

)

の

終

番

に

本

四

を

用

ゐ

て

慈

構

は

な

い
が

、

そ

れ

竜

な

る

べ

く

は

略

五

番

物

を

兼

ね

る

曲

が

望

ま

し

い
。

ー

:
狂

女

立

ー
ー

-

　
　
(
四
番
物
立
)

参



掛

　

　

　
　

　

　
　

　

な　
ル　
も　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ　
も　
サ

　

　

こ
れ

は
初
番

を
本
四
番

物
と

す

る
に
狂
女
物

を
代

袋

に
澱

く
砂

　

(
1
)
　
本

四
　

　
本

三
　

　
本

五
　

　

　

　

　
眞

　

　
弐

鼬

麓

.
豐

、麓

一
鎗

}行

式

　

(
4

)

本

四

　

略

二

　

本

五

　

　

　

草

　

式

　

ヂ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も
　
　も　
　
　　
　
　
　　
　
　
も　
　へ

　

前

項

欷,修

羅

立

』

に

於

い

て

既

に

邇

べ

π

逋

う

、

そ

の

初

番

疫

る

本

二

を

若

し

酪

二

に

代

へ
る

な

ら

ば

、

そ

れ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ

概

ね

『
四

番

物

立

』

を

表

は

す

こ

と

に

な

ら

う

し

、

ま

穴

若

干

繭

餘

の

本

五

曲

が

來

べ

き

を

避

け

ね

ば

な

ら

臓

の

で

、

別

に

引

離

し

て

此

の

}
式

を

立

て

る

わ

け

で

あ

る

。

　

斯

く

別

立

し

て

、

初

番

を

直

裁

に

本

四

番

物

と

打

出

せ

ば

、

略

二

な

ら

ざ

る

曲

慈

正

面

に

着

座

し

、

こ

れ

が

寧

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む　　　や　　　も

此

の

番

組

の

異

彩

を

發

揮

す

る

所

以

な

の

で

、

そ

の

代

表

と

し

て

第

}
に

狂

女

物

を

推

立

て

る

こ

と

に

よ

わ

、

茲

に

噺、狂

女

立

』

の

統

名

の

下

に

↓
式

を

包

括

せ

し

め

る

。

け

れ

ど

磐

、

そ

れ

は

啻

に

代

表

統

名

に

過

ぎ

な

い

の

で

あ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ト
コ
モ
ノ
ダ
テ
　
　
　
　
　
も

か

ら

、

他

に

多

く

の

男

物

(直
面
)

に

依

る

組

立

も

立

涙

に

推

出

さ

れ

、

乃

ち

亦

そ

こ

に

『
男

物

立

」

と

い

ふ

第

二

の

要

式

を

現

は

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や
　　
ヘ　　
　　
　
へ　
　ゐ
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ヘ
　　ヘ
　　
　　
　
ヘ　
　へ

　

さ

て

、

翻

つ

て

右

表

に

就

き

注

意

す

べ

き

は

、

(
2

)

の

本

四

f

略

三

や

、

(
4

)

の

本

四

f

略

二

が

互

に

衝

突

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
　
　ヘ
　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

漁

や

う

。

ま

控

、

終

番

の

本

五

は

略

五

に

代

へ

て

格

差

支

な

く

、

な

ほ

(
1
)
(
2

)

の

終

番

に

略

二

曲

竜

用

ゐ

得

る

　

　

　

　

能

の
曲
目
編
成
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

一
七

磁



「蹴

誇

評
　

　
　
　

　
能
の
曲
目
編
成
法

,
　
　
　

囓
.
　

　
　

　
　

　
　

.
、:
、
　
　

、
　
,
　

　
　

　
　

二
一
八

・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
あ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
も

が

、

そ

れ
ら

は
と

か

く
初
番

の
本
四

曲
と
衝
突

し
が

ち
だ

か
ら

、
探

曲

に
周
到

の
慮

う
を
廻
ら

き
ね

ば
な
ら

な

い
。

◇

こ
番

立
番
組

の
要
則
　

　

僅

一
一曲

の
み

で
は
番
組

ら

し

い
恰

好
を
具

へ
な

い
け
れ
ど

も
、

實

地
催

演

に
屡

ミ
用

ゐ

ら

れ
る
も

の

で
あ

る

か
ら
、

簡

略
に
そ

の
配
合

要
剣
を

述

べ
る
と

せ
う
。

　

脇
能

立
諸

式
i
ー
-
,・

　
　

　
　
む　
む　　
　
　へ　
あ　　
　
　
　
　へ　
も

　
　

}
、

初
番

は
本
初

又

は
略
初
。　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

、　
　

　

,　
　
　
　
　

匸　
　

　

　
　
　

、
、

ロ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　む
　
　
　
　
も
　
　ヘ
　
　
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　

も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
　
　へ

　

二
、

終
番

は
本

五

・
略
五

・
本
四

・
略

四

・
本

二

・
略

二

の
う
ち

、
な

ほ
採
用

す

る
曲
柄

に

よ

つ

て
は
略

三
又
は
、

　
　

　
ヘ　　へ

　
　

本

三

に
も
。

　

修
羅
立
諸
式
L

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　
　
む
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
も
タ

　

　

一
、

初

番
H
は

本

二

、

　即

ち

修

羅

物

に

限

る

。

　

二
・
馨

は
蠧

●
騒

志

跡

・
除

の
う
ち
・
な
蝶

曲
に
ぢ

て
鯵

ご
又
塞

ご
或
ひ
鯵

、π

吃

　

男

物

・
略

二
番
物

立
1
ー

　

　

　

　
,
,

　
　

一
、

初
番

は
鞭

、}、
取

尉
き
界

粉

(直
面
)。

二
・
馨

は
盈

●
爨

・
森

臨

駐

う
ち
・
薐

欝

に
よ
つ
て
は
略
妻

は
奎

に
も
・

　

鬘
物

・・本
三
番
物
立
!

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　

　

～
、

初

番

は

本

三

、

敢

矧

き

鬘

物

。

、

β

淘



■

　

　

　

⑥

。
　

、

、
　

、

、
　

、

い
　

、

、
　

、

、

・
、

、

　

二

、

終

番

は

本

五
這

略

五

・
本

四

・
略

四

・
本

二

・
略

二

の

う

ち

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
-

　

狂

女

物

・
四

番

物

亠半

ー
1

　

　

　

む
　
　　　
　
　
　
　ヘ　
　へ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　も
　　も
　
　も

　

一
、

初

番

は

本

四

売

取

別

き

狂

女

物

。

　

　

　

　

　

　

ヘ
　　
ヘ　
　　
　　
ヘ　
　ヘ　
　　
　　
ヘ　
　ヘ
　　
　　
　ヘ
　　へ
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　も　
　も

　

二

、

終

番

は

本

五

・
略

五

・
本

二

・
略

二

の

う

ち

、

な

ほ

探

曲

に

よ

つ

て

は

本

三

に

慈

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　
　
　
　
　
ヘ　
　へ

　

以

上

の

配

合

い

つ

れ

に

竜

、

終

番

に

本

初

を

据

ゑ

る

示

條

の

無

い

の

は

、

そ

れ

が

絶

對

不

可

と

い

ふ

わ

け

で

な

ぐ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
む
　
　
　
　ヘ　
ヘ　
へ

能

ふ

限

b

避

け

る

を

良

し

と

す

る

含

み

で

あ

る

。

併

し

賀

會

の

如

き

格

別

な

場

合

に

は

、

終

番

を

祀

言

物

と

せ

ん

が

　

　

　

　

　

　

へ
　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　へ　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　　

爲

に

、

其

曲

を

本

初

中

か

ら

取

る

こ

と

も

あ

う

得

る

。

さ

う

し

控

特

殊

な

組

立

の

終

番

本

初

に

應

ず

る

初

番

曲

は

、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

本

二

・
本

三

・
本

四

・
略

二

冷
略

三

の
中

よ

り
擇

ぶ

べ
く
、

な
ほ
曲
柄

に

よ
う
略

四
竜
し

く
は
略
初

か
ら
も
採

ら

れ

　

　
　
　

ヘ　
ヘ　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ヘ　
ヘ　
　ド　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
め　
へ

よ

う
が
、

略
初

に
逋

は
な

い
純

}
の
本
五

曲
を
沮

む
と
共

に
、
本
初

曲

は
全
然

重
複

の
故
に
巌

禁

力

る
は
言

を
要
し

な

い
。

◇

多

數
曲

番
組

の
要
則
　

　

六
番
以

上

の
多

曲
立

は
能

組
と
し

て
實
用
度

に
乏

し

い
か
ら

(素

謠

・
囃

子

・
仕
舞

に

は
然

う

で
竜
な

い
が
)
、

配
合

要
則

慈
力

父
概

略

を
摘

む

こ
と

に
し

尢
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

へ　　も

　

六
番
立
-

先
項
に
掲
げ
尢

「
五
番
立
」

の
二
番
目
以
後

・
終
番
以
前

に
、

い
ま

　
番
を
適
當
に
挿
入
す
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　
　
そ
の
仕
方
に
は
本
章
の
初

め
に
記
し
疫
原
規
を
參
酌
し
て
、
選
曲
や
配
置
を
宜
し
く
案
出
す
べ
く
、
な
ほ
此
の

　

・番
立
に
帥
す
る
用
心
と
し
て
、
左
に
若
干

の
箇
條
を
附
添

へ
る
。

　
　
　
　

能
の
曲
日
編
戒
法

　

　

　
.
　

　

　

　

　

　

　

　

　

鹽
,
　

　

三

九

丶

、



一

　
　
　

能
の
曲
目
編
成
法

　

　

　

　

　

　

　

,
,
　

　

　

'
　

　

　

　

』

三

〇

　

　

む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
ロ

}
　

初

番

に

能

ふ

限

う

本

初

曲

を

置

く

こ

と

。

　

　

ヘ
　
　へ

剛　

本

二

(
修

羅

物

)

は

}
曲

に

限

る

こ

と

。

　

　

む
　
　　
　
　
　
ギ　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ

一
　

終

番

に

ば

必

ず

本

五

曲

を

据

ゑ

る

こ

と

。

　

　

　

　

　

　

　

ガ
　
へ
　
　
　
　

め
　
ヘ

一
　

何

番

目

か

に

本

三

及

び

本

四

を

各

、、

一
曲

叉

は

二

曲

必

ず

入

れ

る

こ

し
}。

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　
へ

七

番

立

ー

…

前

項

と

同

樣

の

要

領

で

、
　

h,五

番

立

L

の

中

へ
更

に

二

番

を

播

入

す

べ

く

、

そ

れ

に

慈

本

章

初

記

の

　

原

規

を

參

酌

す

る

と

共

に

、

此

の

番

立

に

帥

す

る

用

心

の

箇

條

若

干

左

の

如

し

。

　

　

む
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
へ

』
　

初

番

に

能

ふ

限

う

本

初

曲

を

置

く

こ

と

。

　

　

ヘ　
　
へ

剛
　

本

二

は

「
六

番

冖立

」

と

同

じ

配

置

の

一
曲

限

う

な

る

べ

き

こ

と

。

　

　

　
ド
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
へ

輔
　

終

番

に

は

必

ず

本

五

曲

を

据

ゑ

る

こ

と

。

　

　

　

　

　

　

　

へし　
ヘ　
　
　
　
　
　
へ
　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

}　

何

番

目

か

に

本

三

及

び

本

四

各

、(

一
曲

以

上

を

必

ず

入

れ

る

こ

と

。

　

　

ヘ　
　へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

一　

本

五

を

終

番

以

外

へ
も

～
曲

入

れ

得

る

が

、

そ

れ

は

酪

番

物

を

鍛

ね

る

慈

の

た

る

べ

き

こ

と

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

八

番

以

上

ノ

組

立

1

ー

配

列

の

要

條

は

大

様

左

の

如

し

。
　

(
本

項

に

は

行

文

の

便

宜

上

、

本

番

物

と

略

番

物

と

を

　

區

別

せ

ず

、

單

に

初

番

目

物

・
二

番

目

物

・
三

番

目

物

・
四

番

目

物

・
五

番

目

物

と

し

て

、

そ

れ

ノ
V

「
初

」

　

〕

ご

=
ご
」

h
四
L

酒
五
し

の
略

牒
を
用

ゐ

た
。
)

一　

「
初
」

こ

ご

「
五
」

の
曲
數

は
酪
ぼ

同
等

と
し
、

「
三
」

{、四
L

よ
う
も

必
ず
少
な

か

る
べ
き

こ
と
。
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「
こ
ご

の
曲
數

は

ユ
四
」

と
同
等

又
は
以

下
な

る
べ
く
、

斯

ぐ
て

「
四
」

が
最

慈
多
き

に
上

う
得

る

こ
と
。

　
　

　
　
　

　
　

　

リ　　へ

「
初
」

の
う
ち

一
曲

(本
初

に
限

る
)

は

必
ず
初

番

に
居

る
べ
き

こ
.と
。

「
初
」

が
中
間

に
置

か

れ

る
と
き

は
、

そ
れ
,よ

う
下
位

に
必
ず

;

こ

か

「
四
」

か
を
入

れ

る

こ
と
。

触、初
L

の
曲

々
を
蓮
接

さ
せ

な

い
こ
と
。

　
　

　
　
　

　
　

　

も　　
へ

「
二
」

の
う
ち

一
曲

(
本

二
に
限

る
)

は

必
ず

二
番

目

に
居

る
べ
き

こ
と
。

コ

こ

の
曲

々
を
蓮
接

さ
せ

な

い
こ
と
。

「
こ
ご

は

必
ず

四
番

目

(
叉
は
五
番

目
)
以
前

・
乃

至
中

位
以
前

と
、
中

位
以

後
と

に
入

る
こ

と
。

「、三

…
は
決

し

て
終
番

又
は
終
番
直

前

に
置

か
れ

ぬ
こ
と
。

「
;
ご

を
三
曲

以
上

蓮
續

さ
せ
な

い
こ
と
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
わ　　へ

「
四
」

の
う
ち

一
曲

(
本

四
に
限

る
)

は
必
ず
中
位

以
後

に
入

る
べ
き

こ
と
。

「
四
し

が

二
曲
以
上

入

る
と
き

は
、

う

ち

一
曲

を

必
ず
終
番

直
前

に
置

く

こ
と
。
　

　
　
　

　
、
.

「
四
」

を

四
曲
以

上
蓮
續

さ
せ

な

い
こ
と
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
も　　へ

「
五
」

の
う
ち

一
曲

(
本
五

に
限

る
)

は

必
ず

終
番

に
据

う
べ
き

こ
と
。

「
五
」

が
中

間

に
遣

か
れ

る
と
き

は
、

そ

れ
よ
う

下
位

に
必
ず

二
二
L

及

び

「
四
」

を

入
れ

る
こ
と
。

「
五
」

の
曲

々
を
蓮
接

さ
せ

な

い
こ
と
。
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一

　

讎
いの
曲
目
紅璽
蕨
弾
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。=
}
,



ズ

　
　

　
　

能
の
曲
目
編
…・成
確
　
　
　
　
　
　,　
　
"　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一ご
一二

◇

特

殊
催

演

の
式

番

組
　

　
典

儀

・
歳

禮

し
慶

祝

・
悼
弔

な
ど
特

殊

の
催

演

に
は
、

そ

の
趣
旨

を
具
有

し

控
適

曲
を

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

シ
キ

選

擇

按

配
す

る
に
、

こ
れ

を

「
式
番

組
」

と
稱

へ
て
愼

重

に
扱

ふ
。

併

し
精

し

い
読
明

の
餘
裕

を
有

力

な

い
の
で
、

主

眼

の
事
柄

の
み

を
簡

約

し

て
記

す
に

止
ど

め
る
。

　

翕

附

式
番

組
ー

1
慶

弔

に
は
仍
ち

ず
重

大
な

叉
は
格

別
な
典
禮
、

さ
な
く
と

竜
歳
首

の
初

催
會

な
ど

に
、

演
奏

の

　
　

　
　
　

　

冠

曲

と

し

て
翕

を
附

け

る
も

の
是

れ

で
あ

る
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

も　
　へ　　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　も　　ぬ　　
　　ヘ　　へ

　

}　

翕

の
次
な

る
脇

能

と
し

て
、

能

ふ
限
う
本
初

曲

を
遣

く
べ
く
、
萬

止

む
を
得

ず
准

初
や
略

初
曲

を
用

ゐ

る
に

　
　

　
　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

・
　

も
、

僭

ワ
キ
物

は
繕
對

禁
制

で
あ

る
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

シ
　
ダ
イ
　
　
　
　
　
レ
イ
ワ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ツネ
　
　イ
ツ
セイ
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
ン　
　
イ
ツ
セ
イ

　

唄　

本
脇
能

に
於

い
て
も
、

ワ

キ
の
次
第

の
出

が
禮
脇

と

な
う
、

シ
テ
の
出

竜
常

ノ

一
聲

力

る
格

の

は
眞

ノ

一
聲

　
　

　
　
　
　

　
　
　

ナ

ノ
リ

　

　
　
オ
キ
ツ
ぐ
ミ

　
　

に

し
、
略
脇

能

の
名
宣

ワ
キ
は
畳
鼓

で
登
場

す

る
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

や　　ヘ　　へ

　

周　

定

曲
順

演

の
終
後

に
祀

言
能

を
添

へ
る
。

(
法
會

や

弔
儀

に
は
不
用
。
〉

　

常

般
賀

式

組
ー
ー

次
項

次

々
項

の
如
く
限

定
せ
ら

れ
ず
、

尋
常

一
般

の
祝

賀

に
當

て
る
式
番

組

の
こ

と
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

ヘ　　　ヘ　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　へ　　　ゐ

　

剛
　

初

番

は
な

る
べ
く
本
初

の
紳

物

を
採

う
、
若

し
略
初

に
す

る
と
慈

僭

ワ
キ
物

を
避

け
て
、

小
鍛

冶

・
國

栖

・

　
　

成

陽
宮

・
張
良

・
草
子

洗

・
吉

野
天
入

・
勿
衣

・
木

曾

・
鷺

の
や
う

な
慶

曲

を
擇

ぶ
、
　

(菊

慈
童

・
枕
慈
童

竜

　
　

良

い
が
、

こ
れ
ら

は
壽
齡

賀

の
方
に
最

竜
適

切
で
あ

る
。
)

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

へ　　も

　

網
　

祝
言
能

を
添

へ
る
立
拙剛
の
上

に
な
液
、

終
番
一に

は
本

五

の
慶

曲
を
置

く
べ

く
、

二
三

四
番
州目
物

に
就

い
て
慈



馳挈

　

　

　
同
樣

の
留
意

が

望
ま
し

い
、

　

　

剛　

終
後

に
祕
諦

能
を

添

へ
る
こ
と

本
則

で
あ

る
が
、

曲
數

の
都

合

な
ど

に
依

つ
て
省
酪
す

る
な

ち
ば
.

終
番

の

　

と　
　　
　
や　
　あ　　　
　　　
　　　
　　
も　　あ　
　も

　

㌔　

本

五
そ

の
食

丶
親

言
物

(
帥
ち

純
粹

の
切
能
)
カ

る
や

う
選

曲
す

る
。

　

　
婚
儀
賀

式

組
ー
…
ー
嫁
入

や
壻
取

の
婚
姻

賀
儀

を
彩
ど

る
式
番

組

の
立

て
や

う
。

　

　

一　

初
番

に
最

好

の
曲

は
高
砂
、
然

し
又
他

の
慶

曲
例

へ
ば
鶴
龜

(
月
宮
殿
)
・
玉
井

・
呉
服

・
右

近

・
菊
慈
童

・

　

　

　
枕

慈
童

・
吉
野

天
入

の
類

を
用

ゐ
、

高
砂

を
魂
言
能

と
し

て
添

へ
る
の
慈
結

構
。

メ

　

　

喝　

初
番

曲

ぼ
竜
と
よ

う

二
三
四
五
番

目
物

慈
、
綵
擇

に
細

心
周
到

の
吟
味

を
蠡

し
、
苟
く

愨
禁

忌

に
觸

れ

て
は

　

　

　
な
ら

な

い
ρ
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

・

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　バ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も　
ヘ　
へ　
も

　

　

噸
、
本
格

に
組

立

て
る
な
ら
覦

言
能

を
添

ふ
べ
ぎ
筈

の
と

こ
ろ
、
絡
番

を
直

ち
に
祀

言
切
能

(
猩

々

・
菊
慈
童

。

　

　

　
貌

慈
童

・
石
橋

の
如
き
)

と

す

る
方

が
實
情

に
合

ふ
や
ヶ

で
あ

る
。
、

　

　
壽

齡
賀
式

組
ー

ー
還

暦

・
古
稀

㌦
喜

字

・
大

誕

・
米
齒

・
臼
算

な

ど
、

長
壽

延
齡

の
賀
儀
に

寄

せ

る
式

番
組

を
立

　

て

る
と
き
。

　

　

　
　

　
　
　

セ　　も

　

　

矧　

初
番

は
本
初

曲

な

る
を
本
則
と

し

て
、
申

に
竜
高
砂

・
養
老

・
老

松

・
寢
覺

・
鶴
霾

(
月
宮

殿

)
・
東

方
朔

・

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

ヘ　　へ

　

　

　
西

王
舞

の
類

殊
に
適

切
、

ま
た
略

初
曲

な
ら

ば
菊

慈
童

・
枕
慈
童

が
最

佳
。

　

　

削　

二
三
四

五
番

目
物

の
事
、

及

び
終
番
∵

覦
言

・
切
能

の
享
、
前

項

「
婚
儀

賀
式
組
」

に
就

い
て
.記

し

π
旨
意

　

　

　
　

　

能
騨の
曲
目
編
出納法
　
　
　
　
冑　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
二
ご
三

衡

'



㍉
　
'

能

の
曲

目
編

。成
.法

、へ

レ

諦

三

,西

,

同

斷

。

法

事

弔

式

組

-…
-ー

泊
～悼

法

要

め

弔

事

に

供

へ

る

式

番

組

の

選

曲

9

,

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
め
へ

剛　

初

番

に

本

初

の

適

曲

は

乏

し

く

、

や

う

や

く

放

生

川

く

ら

ゐ

の

と

こ

ろ

、

よ

つ

て

准

初

か

ら

で

は

道

明

寺

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ

　

輪

藏

の

二

曲

頗

る

恰

好

。

併

し

そ

れ

よ

b

か

多

く

使

は

れ

る

の

は

、

略

初

曲

な

が

ら

海

入

を

最

と

し

、

亜

い

で

　

鵜

飼

・
室

君

・
當

麻

・
雨

月

・
山

姥

な

ど

で

あ

る

が

、

こ

れ

ら

は

概

ね

本

番

曲

と

し

て

更

に

其

用

を

増

す

。

　

　

も　
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

嫡
　

本

二

曲

で

は

朝

長

が

尤

　
、

な

ほ

、

經

政

・
逋

盛

・
清

經

・
・實

盛

竜

屡

ξ

。

本

三

及

び

准

三

曲

は

大

傘

綵

う

　

得

ら

れ

る

中

に

竜

、

野

宮

・
夕

顏

・
佛

原

・
江

口

・
定

家

・
身

延

・
墨

染

櫻

・
源

氏

供

養

・
大

(
小

)
原

御

幸

・

　

誓

願

寺

・
遊

行

梛

・
木

賊

、

そ

れ

に

老

女

物

慈

適

當

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

　

ヘ　　
へ　
　
　　
　
　
　
も
　　
へ

U　

酪

三

か

ら

本

四

曲

の

問

で

は

、

柏

崎

・
隅

(
角

)
田

川

・
百

萬

・
淨

舟

,・
高

野

物

狂

・
士

車

・
水

無

瀬

・
砧

・

　

卒

都

婆

小

町

・
攝

待

・
景

瀋
∵

弱

法

師

・
藤

戸

・
逋

小

町

・
天

鼓

・
梅

枝

・
現

在

七

爾

・
室

暦

・
初

雪

三
葵

上

℃

　

道

成

寺

・
東

岸

居

士

を

屈

竟

と

す

る

。

　

　

ぬ　
　ぬ　
　
　
　
　
　
　ヘ　
　ヘ　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
　へ

一、　

本

五

又

は

准

五

乃

至

略

五

の

諸

曲

に

亙

つ

て

は
、

舍

利

・
春

口

龍

神

∵

鍾

馗

・
泰

山

府

君

・
鵜

飼

・
融

・
須

　

磨

源

氏

・
當

痲

.
海

入

・
山

姥

・
谷

行

・
檀

風

・
輪

藏

。
雨

月

.
現

在

七

面

・
道

成

寺

な

ど

の

う

ち

、

取

別

き

　

鵜

飼

。
融

・
海

入

が

最

竜

繁

く

用

ゐ

ら

れ

る

。

ミ

迦
℃



'

O
慶

曲

・
弔
曲

・
禁
忌

　

　
如

上
、
蹙

弔
諸

式

の
組

立

に
就

い
て
逋

べ
控
内

に
、
既

に
若
干

の
實

曲
目

を
慈
擧

げ

尢

と

こ
ろ

を
、

茲

に
補

ひ
且

つ
纏

め
て
註
し

添

へ
る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

へ
ゆヘ　
へ　
も

　
慶

曲
と

禁
忌
i

l

〔
本
初
〕

大
方
慶

曲

で

は
あ

る
が
、

惡
尉
樂

物

は
あ
ま

り
用

ゐ
ず

、
名

く
ぽ
既

偈

諸

曲
と
他

に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

カ　　ヘ　　へ

　
　

舞
働

物

を
採

る
。

〔
略
初

〕
概

ね
既
掲

諸
曲

の
範
園
内

。
〔
本

二
〕
勝

修
羅

を
主

と
す

る
の

で
、
爾

餘

に
適

曲
は

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ヘ　　ヤ　　ぬ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
へ　　も　　へ

　
　

甚

だ
乏

し

い
(
殊

に
朝

長

は
禁
物
)
。

よ

つ
て

〔
略

二
〕

よ
6
直

面
男
物

を
迎

へ
る
に
、

取
別
き
男

舞

物
が

佳
く

　
　
(但
し
鰰
恍
は
禁
物
)、

其
巾
に
莞

服
曾
我
は
元
服
豢

督
の
撰

臣量

妙
で
あ
る
(烏
撃

折
高

斷
)。

　

　

　

　

ヤ若
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　、̀

　

　

〔
本

三

・・
准

三

〕

特

に

恰

好

の

も

の

は

尠

な

い

の

で

、

常

識

的

に

ま

つ

無

難

な

曲

を

選

べ

ば

宜

く

、

}
方

に

禁

忌

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
　　
ヘ　　
　
　
　ヤ　　
も

　

　

(
概

ね

弔

曲

と

し

て

既

出

)
を

避

け

る

や

う

留

意

す

る

。

〔
略

三

〕

〔
本

四

〕

こ

れ

ら

も

本

三

・
准

三

と

略

同

樣

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　ヘ　
　へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
　
ヒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　も

　

　

心

得

べ

く

、

尤

も

男

舞

物

は

大

方

慶

曲

に

當

て

ら

れ

る

。

そ

こ

で

禁

忌

の

側

を

指

す

と

、

こ

れ

は

既

偈

の

弔

曲

　

　

と

其

外

に

慈

、

嬋

丸

・
玉

葛

・
三

山

・・
竹

雪

・
藍

染

川

・
求

塚

・
俊

寛

(
鬼

界

島

)

・
善

知

鳥

(
烏

頭

)

・
阿

漕

・

　

　

、女

郎

花

・
舟

橋

・
松

蟲

・
仲

光

(
滿

仲

)

・
調

伏

曾

我

・
錦

戸

・
歌

占

・
綾

鼓

・
戀

重

荷

・
鐵

輪

な

ど

で

あ

る

。

　

　

〔
本

五

・
准

五

〕

適

曲

は

お

よ

そ

傘

數

く

ら

ゐ

で

、

そ

の

う

ち

取

立

て

＼
抽

出

せ

・ば

、

鞍

馬

天

狗

・
羅

生

門

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ　
も

　

　

國

栖

・
小

鍛

冶

・
張

良

・
石

橋

・
合

浦

・
大

瓶

狸

々

・
猩

々

・
鳥

帽

子

折

。

こ

の

反

面

に

禁

忌

は

弔

曲

(
既

出

)

　

　

の

悉

く

に

は

亙

ら

瀰

が

、

塗

づ

ノ

丶

・觸

れ

ぬ

や

う

用

心

す

る

に

若

く

は

な

く

、

そ

し

て

其

外

に

な

ほ

、
船

辨

慶

・

　

　

碇

潛

・
項

勿

、
・
松

山

鏡

・
能
州坂

∴

松

山

天

狗

・
雷

電

の

如
∵き

を

避

け

る

。
鳶

　

　

　

　

能

の
独

臼
篇
威
法
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　

　
　
　

ご
二
五



〆

ゆ

　

　

　

　

飾

の
麟
臠
篇
虞
法
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

'　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

ご
二
六

　

弔

曲

と

禁

忌

ー
ー

弔

式

に

當

て

ら

る

べ

き

適

曲

は

、

先

項

そ

,の

名

目

を

順

位

部

屬

に

隨

つ

て

既

に

擧

げ

濟

ま

し

π

　

　

か

ち

、

竜

は

や

こ

丶

に

再

記

の

要

は

無

い
つ

そ

れ

で

、

全

般

の

締

括

う

に

}
言

す

る

と

:
…

・、

弔

曲

は

賀

式

に

　

　

適

ま

ら

ず

、

憂

曲

は

弔

式

に

適

ま

ら

な

い
。

さ

う

と

て

逆

に

、

弔

式

の

禁

忌

が

慶

曲

な

う

と

は

定

め

ら

れ

ず

、

　

　

賀

式

の

禁

忌

が

必

ず

し

慈

弔

曲

で

は

な

い
。

詮

ず

る

と

こ

ろ

弔

式

に

は

、

成

佛

得

脱

の

旨

義

を

盛

ゆ

控

る

曲

、

　

　

念

佛

稱

名

の

辭

句

に

富

ん

で

ゐ

る

曲

を

荷

び

、

而

も

、

痛

悵

陰

慘

に

終

始

す

る

純

悲

劇

曲

を

厭

ふ

の

で

あ

る
。

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

バ
ン
グ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
.　
　
●
　
●
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ト
ツ
ガ

O

番

組

・
能

組

・
書

式

　

　

嚴

格

な

意

味

で

「
番

組

」

と

言

ふ

の

は

、

能

と

狂

言

と

を

交

互

一
番

ヒ

に

し

て

組

む

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　　
　
　　
　
　
　
　
ヘ　
　ヘ　
　へ

と

の

原

義

に

由

つ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

故

に

例

へ

ば

、

五

番

立

に

靦

言

能

の

添

つ

力

番

組

で

は

、

能

と

能

と

の

問

に

塩

言

～
曲

づ

＼

、

都

合

五

番

(
祀

言

能

を

略

し

控

番

組

に

は

狂

言

四

番

)

挿

入

す

る

を

要

し

、
・
こ

の

正

型

に

外

れ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
ウ
グ
ミ

狂

言

曲

數

の

不

足

し

て

ゐ

る

竜

の

は

、　

「
能

組

」

と

呼

ば

る

べ

き

が

本

當

な

の

で

あ

る
。

併

し

普

逋

「
般

、

組

立

の

如

何

に

仍

ら

ず

「
番

組

」

と

云

慣

は

し

て

ゐ

る

か

ら

、

本

稿

も

便

宜

の

嚢

洩
其

稱

を

用

ゐ

て

來

控

の

で

あ

つ

尢

。

　

　

ガ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
キ
ナ
ツ
キ

　

そ

こ

で

本

格

の

「
翁

附

番

組

」

を

～
實

例

に

よ

つ

て

そ

の

體

裁

を

紹

介

す

る

と

(
挿

版

參

看

)
、

こ

れ

は

弘

化

五

年

二

月

よ

b

江

戸

筋

違

橋

門

外

に

て

寶

生

太

夫

興

行

の

『

一
世

}
代

勸

進

能

』
(
晴

天

十

五

日

間

)

に

於

け

る

最

終

日

の

　

　

　

　

　

　

　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
へ

立

方

で

、
b
冠

頭

に

翁

を

附

け

て

脇

能

は

帝

王

物

の

鶴

龜

(
本

初

)
、

次

に

脇

狂

言

の

痲

生

、

二

番

目

に

は

勝

修

羅

田
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狂
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狂
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狩
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狂
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狸
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滿

了

と

な

る

α

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

申

　

む
　
　む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

書

式

も

現

示

の

逋

む

か

や

う

に

、

翁

の

太

夫

及

び

囃

子

方

は

脇

能

の

演

者

と

同

人

.
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翁
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持
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右
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狸
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叉
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て

、

上

段

へ
は

オ

モ
(
シ

ナ

)
、

下

段

は

ア

ド

で

あ

る

(
痲

生

乃

至

　

　

　

簧蓼

　

　

　

　

　
　
　　
　
　

臈

ノ

紳

)
。

親

言

能

は

そ

の

曲

名

の

肩

に

「
覗

言

」

と

小

記

す

る

(
脇

能

物

を

用

ゐ

る

と

き

)

規

定

で

あ

る

が
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